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球磨村は
「日本で最も美しい村」連合

に加盟しています

小学校卒業証書授与式
フォトリポートフォトリポート

平成 31 年度 施政方針・当初予算

小中学校入学式

祝 鵜口橋完成
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今月の
表紙 4 月は小中学校の入学式が

行われました。真新しい黄
色い帽子にランドセルを背
負った新１年生の牛

う し つ か

塚裕
ゆ う せ い

聖
君は、保護者が見送ったあ
と、班長の串

く し や ま

山侑
ゆ う り

吏君（6 年）
に連れ添われ元気に登校し
ます。希望と夢の第一歩を
踏み出した新１年生の登校
の様子を撮影しました。
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急流と鍾乳洞の里「球磨村」
球磨村は熊本県の南部にあります。九州最大の鍾乳洞「球
泉洞」や村の中央を球磨川が流れ、眼下に雄大なパノラ
マが広がる自然豊かな遊びの宝庫です。穏やかに、緩や
かに、人と自然が調和した悠久のロマンが、今も受け継
がれています。

広報 くまむら

＊ Monthly Pick Up Topics ＊
友達や家族のためにできることを

一勝地小防災集会

　熊本地震発生から 3 年となる 4 月 16 日、一勝地小
で防災集会が開催されました。
　講師は、震災時益城町の小学校に赴任していた増

ま す な が

永
翔
かける

先生が務め、当時の写真を使いながら、小学校の様
子について話をしました。電柱が傾いた写真や、物が
散乱した写真に児童は驚いていました。
　増永先生は「当時小学校は避難所として使われまし
たが、たくさんの支援のおかげで無事に運動会を開催
することができました。皆さんも普段の生活を当り前
と思わずに感謝の気持ちをもち、誰かのために行動で
きる大人になってください」と児童に伝えました。

熊本地震の体験を話す増永先生（奥）

　渡小と一勝地小の卒業証書授与式が３月 20 日、各校の体育館で
開催され、渡小 21 人、一勝地小８人の卒業生が、６年間のさまざ
まな思い出が詰まった学び舎を巣立ちました。
　門出の詩では、卒業生と在校生がお互いの感謝の言葉に感極ま
り、涙する場面も見られ、会場中が感動に包まれました。
　卒業生退場では、在校生や先生、保護者などからの盛大な拍手
で見送られながら、卒業生が６年間の思い出を胸に、明るい未来
へ向かって歩いて行きました。

平成 30 年度小学校卒業証書授与式

渡 小

一 勝 地 小

溢れる思いを胸に、学校生活最
後の校歌を熱唱しました

卒業生から在校生へ心を込めた
メッセージが贈られました

卒業生から恩師へ６年間の感謝
の気持ちが伝えられました

森
も り

佳
よ し ひ ろ

寛校長から卒業生への卒業
証書の授与

才
さいとう

藤紳
し ん じ

二校長から卒業生への卒業
証書の授与

在校生から卒業生へ感謝の言葉
とエールが贈られました

卒業生から在校生へ自分たちの
思いを託しました

盛大な拍手に包まれながら退場
していく卒業生

６年間の思い出を胸に
　　　　歩き出す未来への道
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79
の
集
落
が
広
範
囲
に
点
在
す

る
本
村
の
人
口
は
３
６
８
４
人

で
、
高
齢
化
率
は
43
・
９
㌫
（
３

月
１
日
現
在
）
と
な
っ
て
お
り
、

１
年
間
に
生
ま
れ
る
子
ど
も
た
ち

は
20
人
に
満
た
な
い
状
況
で
す
。

本
村
だ
け
で
な
く
、
全
国
的
に
核

家
族
化
や
価
値
観
の
多
様
化
を
背

景
と
し
て
、
地
域
や
家
族
が
持
っ

て
い
た
共
助
の
機
能
が
失
わ
れ
つ

つ
あ
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

希
薄
化
や
弱
体
化
に
よ
り
、
子
ど

も
や
高
齢
者
の
見
守
り
、
環
境
美

化
な
ど
地
域
の
課
題
に
対
す
る
解

決
力
が
低
下
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
多
く
の
問
題
が
生
じ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
問
題
の
解
決
の

た
め
に
、
地
域
の
祭
り
や
環
境
美

化
な
ど
、
自
立
し
た
特
色
あ
る
活

発
な
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
を
図
り
ま

す
。地
域
活
動
拠
点
の
整
備
で
は
、

村
有
施
設
の
改
修
、
地
域
の
公
民

館
や
学
習
セ
ン
タ
ー
の
改
修
を
進

め
ま
す
。

　
昨
年
度
、
こ
れ
ま
で
の
分
会
の

組
織
を
生
か
し
、
６
つ
の
分
館
を

設
置
し
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
行
事

や
、
地
域
の
絆
の
強
化
を
図
り
、

さ
ら
に
地
域
、
団
体
で
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
が
展
開
さ
れ
る
共
助
の
む

ら
づ
く
り
支
援
事
業
補
助
金
を
活

用
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維

持
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　
平
成
25
年
に
「
日
本
で
最
も
美

し
い
村
連
合
」
に
加
盟
し
、
５
年

が
経
過
し
ま
し
た
。
本
年
度
に
再

審
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
が
、
引
き

続
き
、
村
民
一
人
一
人
が
「
日
本

で
最
も
美
し
い
村
」
と
し
て
の
誇

り
を
持
ち
、
活
き
活
き
と
し
た
活

発
な
地
域
活
動
が
行
わ
れ
る
よ
う

な
つ
な
が
り
の
あ
る
地
域
づ
く
り

を
展
開
し
、
心
豊
か
な
村
を
築
い

て
い
く
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

維
持
向
上
と
、
行
政
の
円
滑
な
運

営
を
図
る
た
め
、
班
長
活
動
費
助

成
と
、
地
域
課
題
の
把
握
や
地
域

活
動
づ
く
り
の
助
言
な
ど
、
地
域

と
行
政
と
の
連
携
強
化
の
た
め
の

行
政
区
担
当
職
員
制
度
を
継
続
し

て
実
施
し
ま
す
。

地域の祭りごとを継続していくためには 

共
助
の
む
ら
づ
く
り

　

農
業
所
得
の
向
上
に
お
い
て

は
、
高
齢
者
で
も
稼
げ
る
農
業
の

推
進
と
し
て
、
甘
長
唐
辛
子
な
ど

の
振
興
作
物
と
、
Ｋ
Ｋ
ツ
ム
ラ
と

の
契
約
栽
培
品
で
あ
る
薬
草
の
ミ

シ
マ
サ
イ
コ
、
薬
用
シ
ョ
ウ
ガ
な

ど
奨
励
作
物
と
し
て
根
付
い
て
き

ま
し
た
。
引
き
続
き
、
生
産
部
会

へ
の
助
成
を
行
い
支
援
し
ま
す
。

　
新
規
就
農
者
の
確
保
、
担
い
手

の
育
成
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関

と
の
連
携
を
図
り
、
農
業
次
世
代

人
材
投
資
事
業
を
活
用
し
、
意
欲

あ
る
農
業
経
営
者
の
支
援
に
努
め

ま
す
。

　
農
林
業
に
被
害
を
及
ぼ
す
有
害

鳥
獣
捕
獲
事
業
で
は
、
深
刻
化
す

る
被
害
を
防
止
す
る
た
め
に
、
駆

除
隊
に
よ
る
被
害
防
止
対
策
を
強

化
し
ま
す
。

　
森
林・林
業
施
策
に
つ
い
て
は
、

村
の
貴
重
な
財
産
を
守
り
受
け
継

い
で
い
く
こ
と
は
、
私
た
ち
の
大

切
な
役
割
で
す
。
木
材
産
業
が
低

迷
す
る
な
か
、
持
続
で
き
る
適
正

な
森
林
整
備
を
行
っ
て
い
く
た
め

に
は
、
伐
採
と
造
林
整
備
を
行
う

法
正
林
化
の
整
備
を
進
め
、
雇
用

の
創
出
と
人
材
育
成
、
そ
し
て
村

民
所
得
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
基
盤
整
備
で
は
、
県
営
林
道
で

岡
大
槻
線
、
川
島
大
岩
線
の
開
設

が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
村
営

事
業
と
し
て
、
林
道
東
俣
線
、
林

業
専
用
道
小
屋
迫
線
の
開
設
を
着

実
に
進
め
つ
つ
、
既
設
路
線
の
舗

装
や
改
良
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　
な
お
、
全
国
の
山
村
地
域
か
ら

約
30
年
に
お
よ
ぶ
水
源
税
の
要
望

を
行
い
続
け
た
結
果
、
本
年
度
か

ら
森
林
環
境
譲
与
税
の
創
設
に
至

り
ま
し
た
。

　
新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
と

し
て
間
伐
や
人
材
育
成
・
担
い
手

の
確
保
・
木
材
利
用
の
促
進
や
普

及
啓
発
に
努
め
、
森
林
環
境
教
育

に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　

商
工
業
の
振
興
対
策
と
し
て
、

商
工
会
へ
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商

品
券
の
発
行
の
助
成
と
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
に
も
引
き
続
き
取

り
組
み
ま
す
。

　

地
域
観
光
資
源
の
活
用
と
し

て
、九
州
最
大
鍾
乳
洞
の
球
泉
洞
、

日
本
三
大
急
流
の
球
磨
川
、
Ｓ
Ｌ

人
吉
、
か
わ
せ
み
・
や
ま
せ
み
が

走
る
肥
薩
線
、
日
本
の
棚
田
百
選

の
鬼
ノ
口
棚
田
、松
谷
棚
田
な
ど
、

貴
重
な
地
域
資
源
を
最
大
限
に
活

用
し
、
観
光
客
の
誘
致
拡
大
に
努

め
、
地
元
商
業
と
連
携
を
図
り
、

観
光
商
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　少子高齢化、人口減少、地域経済の活性化など、地方公共団体を取り巻く環境は、依然として
厳しい状況にあり、財源や人的資源の不足も生じています。今後は、各種事業の見直しや、統廃
合を進め、真に必要な事業の選択と集中で、効率的な予算執行を普段の取組みとしていかなけれ
ばならないと強く感じています。
　昨年は、西日本豪雨、度重なる台風の襲来、北海道や大阪での地震など、想定外の災害が、全
国各地で発生しました。村民の皆さまが安心して暮らせる生活環境の整備、いざという時の迅速
な避難が従来にも増して重要な課題であると考えています。そこで、引き続き、村民の皆さまと
作り上げる「防災ひと・まちづくり」を目指してまいります。
　また、防災基盤の整備では、指定緊急避難所の機能強化を図り、真の「災害に強い村づくり」
を目指してまいります。
　事業採択は、国の動向によって大きく左右され、国、県そして、村ともに厳しい財政事情の中
ではありますが、私が目標としている 5 つのテーマに沿って、主要施策と予算の概要について
申し上げます。

　
国
、
県
に
対
し
、
要
望
を
行
っ

た
結
果
、
球
磨
川
流
域
の
宅
地
等

水
防
災
事
業
や
、
渡
小
川
改
修
、

渡
地
区
の
内
水
被
害
対
策
は
、
導

流
堤
と
３
カ
所
の
ポ
ン
プ
、
峯
川

改
修
、
国
道
小
川
橋
嵩
上
げ
が
実

施
さ
れ
、
治
水
対
策
、
そ
し
て
、

治
山
対
策
、
砂
防
対
策
は
、
一
歩

一
歩
、
着
実
に
向
上
し
て
お
り
、

村
民
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
生
活
基
盤
の
整
備
の
充
実
に

向
け
て
、全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

球磨村長　柳詰　正治

力強いふるさと
躍進するくまむら

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持

農
林
業
の
振
興
と

観
光
資
源
の
活
用

意
欲
あ
る
担
い
手
支
援
と

森
林
環
境
教
育

改修工事が進む峯川 

地
域
観
光
資
源
の
活
用

安
心
安
全
な

暮
ら
し
の
環
境
づ
く
り

生
活
基
盤
整
備
の
充
実

施政方針
施政方針
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都
市
防
災
総
合
推
進
事
業
で
、

６
つ
の
指
定
緊
急
避
難
所
の
機
能

整
備
、
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

平
成
30
年
度
補
正
予
算
も
加
え
、

高
沢
地
区
避
難
所
、
三
ケ
浦
地
区

避
難
所
、
神
瀬
地
区
避
難
所
、
役

場
防
災
セ
ン
タ
ー
の
調
査
設
計
が

認
め
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
順
次
進

め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
ア
ナ
ロ
グ
式
の
防
災
行

政
無
線
か
ら
デ
ジ
タ
ル
式
の
防
災

行
政
無
線
へ
の
更
新
を
２
年
間
で

計
画
し
て
い
ま
す
。

　

防
災
力
の
向
上
の
た
め
に
は
、

自
助
・
共
助
・
公
助
は
必
要
不
可

欠
で
す
。
ハ
ー
ド
事
業
と
並
行
し

て
、
消
防
組
織
力
強
化
の
取
り
組

み
と
村
民
一
人
一
人
の
自
主
防
災

意
識
の
醸
成
が
重
要
で
す
。

　

球
磨
川
水
害
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

は
、
引
き
続
き
精
度
を
上
げ
る
た

め
検
討
を
続
け
ま
す
。

　
村
で
は
、
河
川
の
氾
濫
、
土
砂

災
害
、
山
間
地
の
孤
立
対
策
か

ら
、
こ
れ
と
並
行
し
て
村
民
の
一

人
一
人
が
「
自
分
の
命
は
自
分
で

守
る
」
と
い
う
防
災
意
識
の
醸
成

を
図
り
、
村
民
の
皆
さ
ま
と
考
え

て
、
村
民
の
皆
さ
ま
と
作
り
上
げ

る
「
防
災
ひ
と
・
ま
ち
づ
く
り
」

を
目
指
す
た
め
に
、
球
磨
村
村
民

防
災
会
議
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
球
磨
村
全
体
が
連
携
し
た

防
災
対
策
を
推
進
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
校
区
ご
と
の
５
ブ
ロ
ッ
ク

会
議
を
設
け
、
地
域
で
の
課
題
を

発
見
し
、
地
域
の
防
災
力
向
上
を

図
る
た
め
、
引
き
続
き
検
討
を
続

け
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
自
主

防
災
組
織
の
立
ち
上
げ
に
つ
い
て

も
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
球
磨
川
の
増
水
や
、
地
震
・
台

風
な
ど
の
自
然
災
害
へ
の
迅
速
な

対
応
は
不
可
欠
で
す
。
不
測
の
事

態
へ
の
備
え
や
、
防
災
行
動
計
画

策
定
の
た
め
、
高
度
な
専
門
的
知

識
や
経
験
、
優
れ
た
識
見
を
も
つ

防
災
管
理
官
と
、
防
災
協
力
隊
と

共
に
、防
災
意
識
の
醸
成
、啓
発
、

訓
練
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
消
防
で
は
、
防
火
水
槽
の
整
備

な
ど
、
機
動
力
を
高
め
る
機
器
整

備
の
推
進
と
、
団
員
の
さ
ら
な
る

資
質
向
上
を
図
る
た
め
、
幹
部
の

各
種
研
修
会
へ
の
参
加
や
団
員
の

訓
練
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
地
域
で
管
理
さ
れ
て
い
る
水
道

施
設
で
は
、
貴
重
な
財
産
で
あ
る

村
有
林
の
処
分
時
に
生
れ
る
収
益

の
一
部
を
、
こ
れ
ま
で
森
林
を
大

事
に
育
て
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん

へ
の
恩
返
し
を
目
的
と
し
て
、
水

資
源
活
用
基
金
に
積
み
立
て
て
い

ま
す
。
水
道
施
設
が
抱
え
る
安
心

安
全
な
水
資
源
確
保
な
ど
、
諸
問

題
解
決
の
財
源
と
し
て
活
用
し
、

引
き
続
き
還
元
し
て
い
き
ま
す
。

　
村
営
の
簡
易
水
道
事
業
は
、
老

朽
化
し
た
配
水
管
の
耐
震
化
に
つ

い
て
も
、
水
資
源
活
用
基
金
な
ど

を
活
用
し
、
渡
地
区
の
布
設
替
を

計
画
的
に
進
め
る
な
ど
、
安
全
な

水
の
供
給
に
取
り
組
み
ま
す
。

健
康
・
長
寿
の

む
ら
づ
く
り

健
康
の
保
持
・
増
進

　
村
民
の
皆
さ
ま
の
願
い
は
、
健

康
で
、
い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た

地
域
で
、
家
族
と
、
地
域
の
皆
さ

ま
と
共
に
語
ら
い
、
生
き
が
い
を

持
ち
な
が
ら
過
ご
し
て
い
け
る
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

健
康
保
持
増
進
の
た
め
に
は
、

疾
病
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が

必
要
不
可
欠
で
す
。
引
き
続
き
各

種
検
診
、健
康
教
室
、栄
養
教
室
、

健
康
相
談
な
ど
を
含
め
た
健
康
増

進
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て

は
、
国
民
皆
保
険
を
将
来
に
わ

た
っ
て
堅
持
す
る
た
め
に
医
療
保

険
制
度
改
革
が
行
わ
れ
、
昨
年
度

か
ら
、
都
道
府
県
が
財
政
運
営
の

責
任
主
体
と
な
り
、
国
保
の
運
営

を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
若
い
世
代
か
ら
の
生

活
習
慣
病
予
防
対
策
や
、
病
気
の

重
症
化
予
防
に
努
め
る
た
め
に
、

き
め
細
や
か
な
支
援
を
行
い
、
医

療
費
の
伸
び
を
抑
制
し
、
保
険
税

の
適
正
な
賦
課
と
収
納
対
策
に
取

り
組
み
ま
す
。　

介
護
予
防
の
充
実

 

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、

介
護
保
険
の
円
滑
な
運
営
を
確
保

す
る
と
共
に
、
高
齢
者
が
地
域
で

自
立
し
た
生
活
を
継
続
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
深
化
・
推
進
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン
事
業
と
健
康
づ
く
り
出
前
講
座

を
継
続
し
、介
護
予
防
の
充
実
と
、

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
に
対
す
る

意
識
高
揚
を
図
り
、
活
動
を
通
じ

た
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
共
に
高
齢
者
の
生
活
を
地
域
で

支
え
、
助
け
合
う
仕
組
み
を
構
築

す
る
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
の

推
進
や
、
介
護
予
防
・
日
常
生
活

支
援
総
合
事
業
や
相
談
支
援
業
務

な
ど
に
対
応
す
る
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化
に
努
め
ま

す
。

 

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
第

７
期
高
齢
者
福
祉
及
び
介
護
保
険

事
業
計
画
に
基
づ
き
、
生
涯
現
役

社
会
の
実
現
と
自
立
支
援
、
健
康

づ
く
り
の
推
進
、
認
知
症
に
な
っ

て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
体
制
づ

く
り
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め

の
医
療
と
介
護
の
連
携
・
充
実
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
多
様
な

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
基
本
目
標
と

し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
障

害
の
あ
る
な
し
に
関
わ
ら
ず
、
誰

も
が
地
域
で
安
心
し
て
生
き
生
き

と
生
活
で
き
る
環
境
の
整
備
、
活

動
参
加
の
機
会
の
確
保
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

改修された公民館での健康教室（糸原）

　
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
の

交
通
弱
者
対
策
と
し
て
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
を
運
行
し
て
お
り
、

通
院
や
買
い
物
な
ど
、
高
齢
者
を

中
心
に
貴
重
な
交
通
手
段
と
な
っ

て
い
ま
す
。
高
齢
者
や
障
害
の
あ

る
人
な
ど
、
単
独
で
は
公
共
交
通

機
関
の
利
用
が
困
難
な
人
を
対
象

に
、
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
の
移
送

支
援
と
し
て
、
引
き
続
き
、
福
祉

有
償
運
送
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

子
ど
も
は
む
ら
の
宝

　
保
護
者
は
、
安
心
し
て
子
ど
も

を
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
や
、
子

ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学
校
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
と
子

ど
も
た
ち
の
可
能
性
を
広
げ
る
学

習
環
境
を
、強
く
望
ん
で
い
ま
す
。

　
若
い
世
代
の
意
見
を
反
映
し
た

「
誰
も
が
誇
り
を
持
て
る
む
ら
づ

く
り
」
の
た
め
に
、
定
住
促
進
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
住
ま
い
の
確
保
策
と
し
て
、
神

瀬
久
保
鶴
団
地
の
空
き
区
画
に
村

有
住
宅
を
建
設
し
、
定
住
人
口
の

増
加
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
空
き

家
の
増
加
に
伴
い
、
景
観
や
防
犯

で
の
問
題
が
あ
る
た
め
、
空
き
家

で
利
活
用
で
き
る
も
の
は
、
移
住

定
住
へ
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
に
空

き
家
バ
ン
ク
制
度
の
充
実
に
引
き

続
き
取
り
組
み
ま
す
。

　
児
童
福
祉
に
つ
い
て
は
、
乳
幼

児
の
健
や
か
な
成
長
を
願
う
と
と

も
に
、
働
く
保
護
者
の
支
援
が
重

要
で
す
。
大
幅
な
軽
減
を
行
っ
て

い
る
保
育
料
に
よ
る
経
済
的
支
援

と
、
多
様
化
す
る
保
育
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
て
、
延
長
保
育
を
は
じ
め

と
す
る
保
育
所
の
取
り
組
み
や
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に

対
す
る
支
援
に
、
引
き
続
き
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

保
護
者
の
負
担
軽
減
策
と
し

て
、
子
ど
も
医
療
費
は
、
一
部
の

人
を
除
く
18
歳
ま
で
助
成
し
ま

す
。
児
童
・
生
徒
の
給
食
費
は
、

２
分
の
１
を
補
助
し
、
出
生
児
祝

金
を
引
き
続
き
支
給
し
ま
す
。

　
学
校
施
設
は
、
子
ど
も
た
ち
が

安
心
し
て
生
活
で
き
、
安
全
に
利

用
で
き
る
よ
う
積
極
的
に
改
修
・

改
築
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 ICT を活用した授業の様子

　
義
務
教
育
課
程
は
、
子
ど
も
た

ち
の
生
き
る
力
を
育
む
教
育
の
実

践
の
た
め
、確
か
な
学
力
の
育
成
、

健
康
な
体
の
育
成
、
豊
か
な
心
の

醸
成
、信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
、

教
育
環
境
の
充
実
を
重
点
目
標
と

し
取
り
組
み
ま
す
。

国
際
化
に
対
応
す
る
教
育

　
国
際
化
の
急
速
な
進
展
や
高
度

情
報
通
信
社
会
の
到
来
な
ど
、
子

ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
が
変

化
す
る
中
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
推
進

し
、
社
会
で
の
情
報
活
用
能
力
を

身
に
付
け
る
学
校
教
育
の
責
務
を

果
た
し
ま
す
。
教
員
が
子
ど
も
た

ち
と
向
き
合
う
時
間
を
増
や
し
、

学
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
小
中
学
校
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援

員
派
遣
事
業
の
継
続
と
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

環
境
の
充
実
を
図
り
、
子
ど
も
た

ち
の
可
能
性
を
広
げ
る
学
習
環
境

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
の
観
点
で
、
家
庭

で
の
学
習
時
間
や
、
親
子
で
語
り

合
う
時
間
を
増
や
す
な
ど
、
家
庭

環
境
の
改
善
、充
実
を
図
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

ル
を
通
し
て
、
地
域
と
と
も
に
あ

る
学
校
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た
教

育
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

小
学
校
に
お
け
る
英
語
教
育
の
拡

充
と
、
中
学
校
に
お
け
る
英
語
教

育
の
高
度
化
な
ど
、
英
語
教
育
全

体
の
充
実
を
図
り
、
児
童
生
徒
の

将
来
的
な
可
能
性
を
広
げ
る
た

め
、
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
思

考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
の
育
成

に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
中
学
校
を
卒
業
す
る
ま

で
に
、
英
語
検
定
３
級
の
取
得
を

目
指
し
、受
験
料
を
支
援
し
ま
す
。

　
学
習
支
援
員
を
配
置
し
、
個
々

の
状
態
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な

特
別
支
援
教
育
を
推
進
し
、
子
ど

も
と
保
護
者
が
、
安
心
し
て
学
校

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
体
制

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

行
財
政
運
営

住
民
福
祉
の
向
上

　
行
政
改
革
大
綱
に
沿
っ
て
、
住

民
福
祉
の
向
上
に
つ
な
が
る
行
政

改
革
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
行

政
課
題
や
多
様
化
す
る
行
政
需
要

に
対
応
す
る
た
め
、
最
小
の
経
費

で
最
大
の
効
果
を
挙
げ
ら
れ
る
よ

う
、
職
員
一
人
一
人
が
コ
ス
ト
意

識
を
持
つ
と
と
も
に
、
組
織
の
ス

リ
ム
化
と
効
率
的
な
行
政
シ
ス
テ

ム
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

　
財
政
面
で
は
、
毎
年
、
依
存
財

源
が
約
８
割
を
占
め
て
い
る
中
、

自
主
財
源
と
な
る
村
税
や
料
金
収

入
な
ど
は
、
課
税
客
体
の
的
確
な

把
握
と
適
正
な
賦
課
に
努
め
、
納

税
意
識
の
高
揚
、
収
納
向
上
対
策

の
強
化
を
図
り
、
収
納
率
の
向
上

と
、
基
金
の
趣
旨
に
即
し
た
有
効

な
運
用
に
努
め
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
寄
付
金
に
つ
い
て

は
、
返
礼
品
の
開
拓
・
開
発
や
、

寄
付
を
お
考
え
の
皆
さ
ま
へ
の
さ

ま
ざ
ま
な
Ｐ
Ｒ
な
ど
に
積
極
的
に

取
り
組
み
、
寄
付
額
５
千
万
円
を

目
標
と
し
、
さ
ら
な
る
自
主
財
源

の
確
保
を
図
り
ま
す
。

　
新
規
事
業
に
つ
い
て
は
、
国
・

県
補
助
金
等
を
積
極
的
に
活
用

し
、
効
率
的
な
財
政
運
営
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

子
育
て
環
境
の
整
備

安
心
安
全
な
水
資
源
の
確
保

指定避難所となる旧神瀬小体育館

　
昨
年
Ｊ
Ｒ
九
州
が
実
施
し
た
大

幅
な
ダ
イ
ヤ
改
正
に
伴
い
、
本
村

高
校
生
の
く
ま
が
わ
鉄
道
へ
の
乗

り
換
え
に
影
響
が
出
て
い
ま
す
。

　
早
朝
の
Ｊ
Ｒ
で
通
学
す
る
高
校

生
の
た
め
、
く
ま
が
わ
鉄
道
へ
の

乗
り
換
え
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
く
よ

う
に
、
ま
た
保
護
者
の
朝
の
送
迎

（
人
吉
駅
ま
で
）
相
当
の
負
担
軽

減
の
た
め
、
村
独
自
に
運
賃
無
償

送
迎
バ
ス
「
球
磨
村
ハ
イ
ス
ク
ー

ル
バ
ス
」
の
運
行
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
村
と
し
て
も
、
Ｊ
Ｒ
九
州
に
対

し
て
通
学
時
間
帯
の
増
便
、
ま
た

は
始
発
便
時
間
帯
の
繰
り
下
げ
を

継
続
し
て
要
望
し
て
い
き
ま
す
。　

高
校
生
へ
の
交
通
支
援

施政方針
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歳入

村税 (6.0%)
２億 4,438 万４千円 

繰入金 (6.1%)
２億 4,900 万円

その他 (4.8%)
１億 9,802 万７千円

地方交付税交付金(41.2%)
16 億 8,500 万円

依存財源 (81.9%)
33 億 4,858 万９千円

村債 (22.2%)
９億 730 万円

県支出金 (7.7%)
３億 1,428 万６千円

国庫支出金 (8.5%)
３億 4,740 万２千円

その他 (2.3%)
9,460 万１千円

自主財源 (18.1%)
７億 4,141 万１千円

繰越金 (1.2%)
5,000 万円

歳出

災害復旧費 (0.1%)
51 万２千円

議会費 (1.5%)
6,022 万 6 千円

総務費 (19.0%)
７億 7.990 万３千円

民生費 (20.2%)
8 億 2,624 万６千円

衛生費 (5.8%)
2 億 3,622 万１千円

農林水産業費 (9.6%)
３億 9,386 万４千円

商工費 (0.5%)
2,018 万７千円

土木費 (4.1%)
１億 6,742 万７千円

消防費 (25.1%)
１0 億 2,531 万４千円

教育費 (5.2%)
2 億 1,385 万２千円

公債費 (8.6%)
３億 5,324 万６千円

その他 (0.3%)
1,300 万２千円

　

【歳入】
村税　村民税、固定資産税、軽自動車税、たばこ税など村
に収める税金
繰入金　基金（村の預金）から充当されるお金 
繰越金　前年度から繰り越されたお金　
地方交付税交付金　全ての市町村が一定の行政サービスを
行えるように国が交付するお金
村債　特定の事業のため借り入れるお金（村の借金）
県・国庫支出金　事業を行うため国や県から交付されるお金

【歳出】
議会費　議会関係の予算
総務費　村の行政、財産、選挙、企画、税の徴収などの予算
民生費　村民の福祉の向上のための予算
衛生費　ごみの処理や検診、予防接種などの予算
農林水産業費　農林水産業振興のための予算
商工費　商工、観光振興のための予算
土木費　道路や橋、河川などの整備に要する予算
消防費　広域消防本部への負担金や防災・消防関係などに
要する予算
教育費　学校教育や生涯学習などの予算
災害復旧費　大雨などで発生した災害の復旧にあてる予算
公債費　村債（村の借金）を返済する予算

知っておきたい財政用語

平成 31 年度球磨村の

　平成 31 年度の一般会計当初予算は 40 億 9,000 万円で、前年度に比べ８億 500 万円増額となりました。
　歳入は、村税や寄付金などの自主財源が７億 4,141 万１千円 (18.1％ )、地方交付税交付金や国県補助金などの依
存財源が 33 億 4,858 万９千円 (81.9％ ) となっています。
　歳出は、消防費 10 億 2,531 万４千円、民生費８億 2,624 万６千円、総務費７億 7,990 万３千円などとなってい
ます。
　前年度と比較して増額となった主な要因は、防災行政無線が現在のアナログ方式からデジタル方式へ移行するため
の予算が約７億円計上されたためです。

寄付の使い道 事業（使い道の一例）

①福祉、少子及び高齢化対策 コミュニティバス運行委託料

②自然環境保全、景観の維持 球磨川資源保存助成金

③産業の振興 ふれあいまつり実行委員会助成金

④教育、スポーツ活動の充実 学校 ICT 教育用タブレット端末等使用料

⑤歴史、文化の保存 郷土芸能保存記録業務委託料

⑥事業の指定なし 防犯灯設置補助金

ふるさと納税で寄付された寄付金は「球磨村ふるさと応援基金」に積立
て、寄付者の意向に応じ各種事業に充てます。

平成 30 年度寄付額

4,248 万円
寄付者の声
寄付時に寄せられた声を紹介します。
　数年間、仕事関連で訪問していました。球
磨村の故郷のような景色、雰囲気が大好きで
した。過疎や、農業問題などありますが、蛍
の乱舞、綺麗な水、人を魅了する力はまだま
だ有ります。この寄付が球磨村にほんの少し
でもお役に立てれば幸いです。

（神奈川県　男性）

施政方針 5 本の柱ごとの主な事業

共助のむらづくり
地域の活性化と住民自らの活動を推進します

共助のむらづくり支援補助事業 150 万円

村公民館分館助成事業 120 万円

自主防災組織等活動補助事業 100 万円

安心安全な暮らしの環境づくり
防災施設や道路整備などに取り組みます

防災行政無線施設整備事業（新規） ７億 506 万円

避難所改修事業（新規） １億 9,060 万円

林道東俣線開設事業 5,000 万円

村道大無田線改良事業 3,000 万円

健康・長寿のむらづくり
笑顔でいつまでも生き生きと暮らせるよう高齢者の
生きがいづくりに取り組みます

コミュニティバス運行事業 3,392 万３千円

各種検診事業 1,180 万円

介護予防拠点施設整備事業 1,000 万円

農林業の振興と観光資源の活用
農林業の振興による村民所得の向上と、貴重な地域
資源を活用した観光資源に取り組みます

農山漁村振興交付金事業 2,000 万円

有害鳥獣捕獲事業 1,424 万円

観光客誘致対策事業 250 万円

ワーキングホリデー助成事業（新規） 90 万円
子どもは村の宝
安心して子どもを育てられる環境づくりと、可能性
を広げる学習環境づくりに取り組みます

保育所運営費 1 億 7,755 万９千円

定住促進住宅建築事業 4,000 万円

学校ＩＣＴ教育推進事業 1,448 万２千円

予算40億9,000万円

球磨村ふるさと応援基金
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平
成
31
年
度
村
内
小
中
学
校

　
さ
く
ら
が
散
る
春
の
陽
気
の
中
、
球
磨
中
学
校
入
学

式
は
４
月
８
日
に
、
村
内
小
学
校
入
学
式
は
４
月
９
日

に
開
催
さ
れ
、
新
入
生
（
球
磨
中
27
人
、
一
勝
地
小
９

人
、
渡
小
12
人
）
は
緊
張
し
た
面
持
ち
で
、
新
し
い
生

活
に
期
待
を
膨
ら
ま
せ
校
門
を
く
ぐ
り
ま
し
た
。

　
球
磨
中
の
学
生
服
に
身
を
包
み
入
場
し
て
き
た
新
入

生
は
、
在
校
生
か
ら
拍
手
で
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
竹た

け
う
ち内
正ま

さ
の
ぶ信
校
長
は
「O

ne for all,all for one.

」

を
掲
げ
、「
楽
し
い
こ
と
や
き
つ
い
こ
と
な
ど
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
自
分
の
良
さ

を
発
揮
し
な
が
ら
、
球
磨
中
の
生
徒
と
し
て
頑
張
っ
て

く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
新
し
い
令
和
の
時
代
で

夢
や
希
望
の
実
現
に
向
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
花
を
咲
か
せ

て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
一
勝
地
小
で
は
、
柿か

き
は
ら原

和か
ず
あ
き明

校
長
が
「
校
庭
は
広
く

感
じ
る
と
思
い
ま
す
が
た
く
さ
ん
遊
ん
で
勉
強
し
て
く

だ
さ
い
」
と
新
１
年
生
に
向
け
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

２
年
生
か
ら
は
「
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
な
ん

で
も
聞
い
て
く
だ
さ
い
」
と
歓
迎
の
言
葉
が
あ
り
ま
し

た
。
恒
例
と
な
っ
て
い
る「
お
祝
い
の
贈
り
物
」で
は
、

柳や
な
づ
め詰
正ま

さ
は
る治
村
長
か
ら
真
新
し
い
黄
色
の
帽
子
を
被
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　
渡
小
学
校
で
は
、
森も

り

佳よ
し
ひ
ろ寛

校
長
か
ら
「
こ
れ
か
ら
優

し
さ
と
賢
さ
と
た
く
ま
し
さ
の
勉
強
を
し
ま
す
。
わ
か

ら
な
い
こ
と
は
お
姉
さ
ん
お
兄
さ
ん
が
優
し
く
教
え
て

く
れ
ま
す
の
で
安
心
し
て
学
校
に
来
て
く
だ
さ
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
児
童
を
代
表
し
て
串く

し
や
ま山
侑ゆ

う
り吏
君

（
６
年
）
か
ら
「
皆
さ
ん
の
入
学
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
渡
小
の
仲
間
と
し
て
、
一
緒
に
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
何
で
も
聞

い
て
く
だ
さ
い
」
と
頼
も
し
い
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　
新
入
生
は
こ
れ
か
ら
夢
や
希
望
の
実
現
の
た
め
、
先

生
や
地
域
の
皆
さ
ま
か
ら
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
さ
ま

ざ
ま
な
経
験
を
積
ん
で
い
き
ま
す
。
少
し
ず
つ
成
長
す

る
子
ど
も
た
ち
を
見
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

夢や希望の実現へ新しい生活のスタート

鵜
口
橋
完
成

　村道熊田線鵜口橋の落成式が4月7日に行われました。この路線では、
大雨時に鵜川が増水すると、鵜口橋が冠水し、橋向かいの地域が孤立
状態になっていました。その問題を解消するため、国の社会資本総合
整備事業費の防災・安全社会資本整備交付金を用いて平成 26 年度から
測量設計に着手し、平成 31 年１月 31 日に工事が竣工しました。
　13 区長の鵜

うのくち
口誠

せ い じ
二さんは「鵜口橋は、民家を結ぶ道路の役割だけで

なく、地区の畑や田んぼ、住民の命をつなぐ重要な橋です。長年の願
いであった橋の嵩上げと護岸の整備を行っていただき感謝します。今
後は生活の道路として大切にしていきます」と話しました。

事業名　村道熊田線改良工事
測量・調査　事業費　1,857 万 6,372 円
工事　事業費　1 億 7,033 万 983 円
全体　事業費　1 億 8,890 万 7,355 円

（村費：1 億 1,048 万 355 円　国費：7,842 万７千円）

１初めて球磨中の校歌を斉唱する新入生２新
入生の誓いの言葉を述べる谷

た に ぐ ち

口りずむさん３
式辞で 「One for all,all for one.」について話
す竹

た け う ち

内正
ま さ の ぶ

信校長４在校生歓迎の言葉を述べる
生徒会長中

な か む ら

村光
ひかる

君５入学式が終わり凛々しい
顔で退場する新入生

落成式の集合写真

祝

入  
学  

式

２

１

１３

２

３４

５

１村長から黄色い帽子の贈呈を受ける
新入生（一勝地小）２先生と入場する
新入生 ( 渡小 ) ３歓迎の会で歌う２年
生（一勝地小）４・５森

も り

佳
よ し ひ ろ

寛校長先生
から「心で優しさを、頭で賢くなりま
しょう」と言われ、手を当てる新入生
( 渡小 ) ６入学児童氏名発表で元気に
返事をする毎

ま い と こ

床琉
る か

歌さん（一勝地小）

４５

６
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平
成
31
年
度

役
場
職
員

人
事
異
動

平
成
31
年
４
月
１
日
付
け
で
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
退
職
者
は
３
月
31
日
付
け

▽
職
名
（
前
職
名
）
氏
名

課
長
・
局
長

▽
会
計
管
理
者　
会
計
課
長（
税
務
課
長
兼
地
籍
調
査
係
長
）

東ひ
が
し　

勝か
つ
の
ぶ信

▽
教
育
課
長
兼
総
務
係
長（
議
会
事
務
局
長
兼
監
査
委
員
書
記
） 　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

永な
が
し
い椎　
樹き

い
ち
ろ
う

一
郎

▽
農
業
委
員
会
事
務
局
長
（
教
育
課
長
兼
総
務
係
長
）

戸と

や屋　
武た

け
ふ
み文

▽
税
務
課
長
兼
地
籍
調
査
係
長
（
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）

境さ
か
い
め目　
昭あ

き
ひ
ろ博

▽
議
会
事
務
局
長
兼
監
査
委
員
書
記
（
総
務
課
主
幹　
管
財

係
兼
総
務
係
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

  

大お
お
い
わ岩　
正ま

さ
あ
き明

主
幹

▽
税
務
課
主
幹
兼
課
税
係
長
兼
徴
収
係
（
税
務
課
主
幹 

課

税
係
兼
徴
収
係
）　　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
山や

ま
も
と本　

美み

か香

▽
産
業
振
興
課
主
幹
兼
農
業
係
長
（
教
育
課
主
幹
兼
社
会
教

育
係
長
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木き

や屋　
正ま

さ
ゆ
き行

係
長

▽
教
育
課
社
会
教
育
係
長
（
産
業
振
興
課
農
業
係
長
）

髙た
か
さ
わ沢　
健け

ん
ご悟

▽
教
育
課
学
校
教
育
係
長
（
住
民
福
祉
課
福
祉
係
長
）

伊い
だ
か高　

久く

み

こ

美
子

▽
住
民
福
祉
課
福
祉
係
長
（
建
設
課
工
務
係
参
事
）

永な
が
し
い椎　
文ふ

み
の
り規

参
事

▽
健
康
衛
生
課
保
険
医
療
係
参
事
（
健
康
衛
生
課
保
険
医
療

係
主
査
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松ま

つ
の野　

翔し
ょ
う
ご吾

▽
税
務
課
課
税
係
参
事
（
企
画
振
興
課
企
画
広
報
係
主
査
）

那な

ら良　
昌ま

さ
ひ
ろ宏

主
査

▽
産
業
振
興
課
農
業
係
主
査
（
産
業
振
興
課
農
業
係
主
事
）

大お
お
い
わ岩　
誉ほ

ま
れ

主
事

▽
教
育
課
社
会
教
育
係
主
事
（
会
計
課
会
計
係
主
事
）

松ま
つ
の野　
伊い

よ代

▽
企
画
振
興
課
企
画
広
報
係
主
事
（
税
務
課
課
税
係
主
事
）

野の

の

は

ら

々
原　
真し

ん
や矢

▽
会
計
課
会
計
係
主
事
（
住
民
福
祉
課
福
祉
係
主
事
）淋そ

そ
ぎ　
茜あ

か
ね

▽
住
民
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
係
主
事
（
健
康
衛
生
課
保
健

予
防
係
主
事
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
槻つ

き
ぎ木　

亜あ

り

さ

里
沙

▽
住
民
福
祉
課
福
祉
係
主
事
（
住
民
福
祉
課
住
民
係
主
事
）

今い
ま
む
ら村　
晴は

る
か香

▽
建
設
課
工
務
係
技
師
（
教
育
課
社
会
教
育
係
主
事
）

浦う
ら
の野　
祐ゆ

う
ま磨

▽
税
務
課
課
税
係
主
事
（
健
康
衛
生
課
保
健
予
防
係
主
事
）

尾お
が
た方　

由ゆ

り

え

里
恵

▽
企
画
振
興
課
山
村
振
興
係
主
事
（
企
画
振
興
課
山
村
振
興

係
主
事
兼
企
画
広
報
係
）　
　
　
　
　
　
　
　
中な

か
む
ら村　
龍り

ょ
う
す
け介

退
職

▽（
会
計
管
理
者　
会
計
課
長
）　　
　
　
　
　
板い

た
ざ
き﨑　
雄ゆ

う
じ治

再
任
用

▽
住
民
福
祉
課
専
門
員
※
球
磨
村
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣

板い
た
ざ
き﨑　
雄ゆ

う
じ治

 

▽
総
務
課
管
財
係
専
門
員　
　
　
　
　
　
　
　
大お

お
さ
か
ま

坂
間　
淳あ

つ
し

新
規
採
用
職
員
の
紹
介

鎌か
ま
は
た畑
美み

さ
き咲
（
18
）

色
々
な
こ
と
に
挑
戦

し
ま
す

弓道が得意です。初めてのことばかりですが
色々なことに挑戦していきたいです。村民の皆
さまのお力になれるよう精一杯努力していきま
す。よろしくお願いします。

新
規
採
用

▽
産
業
振
興
課
林
業
係
主
事　
　
　
　
　
　
　
鎌か

ま
は
た畑　
美み

さ
き咲

▽
企
画
振
興
課
企
画
広
報
係
主
事　
　
　
　
　
武た

け
う
ち内　
龍た

つ
や也

▽
住
民
福
祉
課
住
民
係
主
事　
　
　
　
　
　
　
吐は

き
あ
い合　

未み

き樹

▽
健
康
衛
生
課
保
健
予
防
係
主
事　
　
　
　
　
大お

お
か
き柿　

美み

さ沙

▽
健
康
衛
生
課
主
幹　
保
健
予
防
係（
教
育
課
主
幹
兼
学
校

教
育
係
長
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蔵く

ら
た
に谷　

健た
け
し

▽
税
務
課
主
幹
兼
徴
収
係
長
（
税
務
課
徴
収
係
長
）

毎ま
い
と
こ床　
貴た

か
や哉

▽
産
業
振
興
課
主
幹
兼
林
業
係
長（
産
業
振
興
課
林
業
係
長
）

毎ま
い
と
こ床　
公こ

う
じ司

▽
総
務
課
主
幹　
管
財
係
兼
総
務
係　
選
挙
管
理
委
員
会
書
記

（
健
康
衛
生
課
生
活
環
境
係
長
）　　
　
　
　
　
松ま

つ
ふ
ね舟　

祐ゆ
う
じ二

▽
健
康
衛
生
課
主
幹
兼
生
活
環
境
係
長（
税
務
課
課
税
係
長
）

山や
ま
ぐ
ち口　
智と

も
ゆ
き幸

教
職
員
人
事
異
動

村
の
小
中
学
校
に
転
入
さ
れ
た
教
職
員
を
紹
介
し
ま
す
。

▽
職
名　
氏
名　
（
前
赴
任
校
）

■
渡
小

▽
教
頭　
井い

の
く
ち口　
秀ひ

で
あ
き明
（
湯
前
小
）

▽
教
諭　
米よ

ね
だ多　
康こ

う
す
け輔
（
室
小
）

▽
教
諭　
井い

の
う
え上　
加か

よ

こ

代
子
（
中
原
小
）

▽
教
諭　
上う

え
む
ら村　
裕ゆ

う
い
ち一
（
木
上
小
）

▽
教
諭　
藤ふ

じ
わ
ら原　
浩ひ

ろ
こ子
（
五
木
東
小
）

▽
養
護
教
諭　
津つ

つ

う

ら

々
浦　
信こ

と
み実(

津
森
小
）

▽
教
諭　
勝か

つ
は
ら原　

彩あ
や
か賀

（
新
規
）

▽
講
師　
藤ふ

じ
も
と本　

由ゆ

み

こ

美
子
（
臨
採
）

▽
講
師　
中な

か
お
か岡　

末す
え
ひ
ろ弘

（
臨
採
）

■
一
勝
地
小

▽
校
長　
柿か

き
は
ら原　
和か

ず
あ
き明
（
万
江
小
）

▽
教
諭　
大お

お
ぞ
の園　
恭き

ょ
う
こ子
（
渡
小
）

▽
教
諭　
酒さ

か
い井　
克か

つ
み己
（
渡
小
）

▽
養
護
教
諭　
松ま

つ
も
と本　
須し

ゅ
み弥
（
湯
前
中
）

▽
教
諭　
鶴つ

る
や
ま山　
典の

り
こ子
（
新
規
）

▽
講
師　
小こ

み
や宮　

崇た
か
ひ
ろ裕

（
臨
採
）

■
球
磨
中

▽
校
長　
竹た

け
う
ち内　
正ま

さ
の
ぶ信
（
あ
さ
ぎ
り
町
教
育
委
員
会
）

▽
教
諭　
立た

て
や
ま山　
拓た

く
じ治
（
多
良
木
小
）

▽
教
諭　
村む

ら
さ
き崎　
稜た

か
こ子
（
西
合
志
南
中
）

▽
講
師　
永な

が
い井　
秀ひ

で
み美
（
臨
採
）

▽
講
師　
岡お

か
だ田　
愛あ

い
み美
（
臨
採
）

▽
事
務
職
員　
東ひ

が
し　
美み

ち

こ

智
子
（
臨
採
）

本
年
度
新
規
採
用
と
な
っ
た
職
員
を
紹
介
し
ま
す

武た
け
う
ち内

龍た
つ
や也

（
29
）

村
の
魅
力
を
発
信
し
ま
す

大学ではメディア情報を学んでおりました。球
磨村の魅力を多くの村外の方に知っていただ
き、 球磨村発展に貢献できればと思っていま
す。村民の皆さまの立場に立って業務に取り組
みますのでよろしくお願いします。

吐は
き
あ
い合
未み

き樹
（
23
）

窓
口
で
笑
顔
で
対
応

し
ま
す

那良口地区出身です。ずっと過ごしてきた球磨
村で、仕事ができるのがとても嬉しいです。
不慣れな点も多くご迷惑をかけると思います
が、笑顔で頑張りたいと思います。
よろしくお願いします。

大お
お
か
き柿

美み

さ沙
（
28
）

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

皆
さ
ん
と
考
え
ま
す

球磨村の皆さまの健康づくりのお手伝いができ
ればと思っております。不慣れなこともあり、
ご迷惑をおかけすることがあるかと思います
が、精一杯頑張りますのでよろしくお願いしま
す。
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　地域資源の有効活用等を中心としたむらづくりに関
する協定式が 4 月 10 日、球磨村コミュニティセンター
清流館で行われました。
　協定締結相手方の株式会社球磨村森電力は、会社設
立から 1 年ほどで、小売電気事業者として登録され、4
月から村内の事業所への電力供給を開始しています。
　中

な か じ ま

嶋崇
た か ふ み

史代表取締役は、「将来、村内で作られた再生
可能エネルギーを村内で消費する仕組みづくりを探求
することで、球磨村の活性化につながれば」と話しま
した。

持続可能なむらづくりの実現へ
株式会社森電力と協定

㈱球磨村森電力の中嶋代表取締役 (左 )

　消防団タイムライン研修会が３月 25 日、球磨村コミュ
ニティセンター清流館で開催され、村内６個分団から約
50 人の団員が参加しました。
　防災関係者から、平成 30 年７月豪雨の振り返りやタ
イムライン防災、水害時の消防団の役割などについて話
があった後、各分団ごとに、普段からできる活動・災害
が起きそうな時の活動などについて話し合いました。
　各分団からは「LINE で団員間の情報共有ができている」
などうまく活動できているものがある反面、「事前に危険
個所を把握するのが難しい」などの課題が出されました。

消防団タイムライン研修会

団員一人一人が意見を出し合い考えた防災活動

　春の暖かい陽気の中、柴立姫神社大祭が 4 月 8 日、同
神社で開催され、多くの参拝者が訪れました。
　大祭は旧暦 3 月 4 日と決められ、「柴神さん」の呼び名
で親しまれている柴立姫神社は、子宝や安産、婦人病、腰
から下の病にご利益があるとされています。
　参拝に訪れた大

お お さ か ま

坂間己
み よ し

義さんは「お参りすれば子どもが
できたという声を聞く。自分の人生を振り返り、多少の怪
我もあったが、柴神さんのおかげでここまで生きて来られ
た。普段から通るときに頭をさげて感謝している。この神
社の事を多くの人に知ってもらいたい」と話しました。

健康を祈念し生きていることに感謝
柴立姫神社大祭

青空のもと神事が行われました

　3 月 31 日付けで行政相談員を退任された毎
ま い と こ

床喜
き よ と し

代利さ
んへの感謝状贈呈式が 4 月 11 日村長室で行われました。
　感謝状を渡した熊本行政評価事務所の木

き む ら

村隆
た か あ き

明所長は
「多くの村民の皆さまの相談に乗っていただいた。また行
政相談の広報活動も積極的に啓発いただき感謝します」と
述べました。
　退任の毎床さんは「村民の皆さまの相談役として期待に
応えることができたかわかりませんが、4 年間無事に務め
ることができたことは皆さまの協力のおかげです」と振り
返りました。

行政相談委員感謝状贈呈式

消防団としてできる防災活動を考える

村民の相談役に感謝状

感謝状を贈呈される毎床さん

　神瀬石灰洞窟内にある岩戸熊野座神社の例大祭が 4
月 3 日に行われ、近隣地域から多くの参拝者が訪れま
した。
　岩戸熊野座神社は、縁結びや夫婦和合、安産、合格
祈願等にご利益があるとされています。
　尾

お が た

方義
よ し ひ ろ

宏宮司と総代会長の蔀
しとみ

正
ま さ か つ

勝さんは「ハートの
絵馬を求めて県内外から参拝客や観光客が訪れている。
地域の高齢化が進んでおり、これからは若い人たちと
一緒に国名勝指定されている神瀬石灰洞窟内の風景を
守っていきたい」と話しました。

国名勝指定の洞窟内で祈念する
岩戸熊野座神社例大祭

ハートの絵馬に願いを

　人吉球磨の愛好家でつくるナイターソフトボール
リーグ「ダイヤモンドリーグ」の佐

さ さ

々愼
し ん い ち

一会長、渡
わ た な べ

邊
巌
いわお

さんは 4 月 8 日に村長室を訪れ、コートブラシ 2 本
を村へ寄贈しました。
　毎週水曜日に開催されるダイヤモンドリーグには、
愛球会、蛍心、繊月酒造、峰山、とうちゃん、エイト
マン、ライズの計７チームが参加して熱戦を繰り広げ
ています。
　佐々会長は「毎回グラウンドを使用させていただき
感謝しています」と話しました。

グラウンド使用の感謝を込めて
ダイヤモンドリーグからコートブラシの寄贈

ブラシを寄贈した佐々会長（中央）と渡邊さん（右）

一勝地小学校交通安全教室
安全に登下校するために

　交通安全教室が 4 月 15 日一勝地小で行われ、登下
校時や外出した際の交通安全について、意識を高めま
した。
　一勝地駐在所城

き ど

戸裕
ゆ う ご

護巡査長から安全講話があった
後、村の交通安全指導員から横断歩道の渡り方や自転
車の安全な乗り方などを教わりました。
　6 年生の濵

は ま だ

田琉
る い

偉君は「交通安全について、たくさ
ん学ぶことができた。家に帰ってから自転車のタイヤ
やブレーキの点検をして安全に乗りたい」とお礼の言
葉を話しました。

横断歩道を渡るときは車にわかるよう手を挙げて

国際化・情報化に対応する教育行政を
友尻憲秀さん教育長再任

再任の友尻教育長

　第２回 3 月定例議会が開催され、3 月 14 日、友
と も じ り

尻憲
の り ひ で

秀
さんが教育長に再任されました。
　「これまでの村教育行政の素晴らしさにプレッシャーを
感じつつ、その継承と、教育の動向を踏まえながら取り組
みました」と振り返る友尻教育長。2 期目は、「第 6 次球
磨村総合計画の基本目標‘子どもはむらの宝’を踏まえ、
①地域とともにある学校づくりの推進②情報化・国際化に
対する教育の充実③村政の課題解決の一助になる事業の推
進④豊かな心の育成を目指した事業の推進⑤社会体育移行
後の小学校部活動への対応に取り組む」と話しました。

Kuma Village Topics ＊＊＊ こんなことがありました ＊＊＊



４
月
25
日
の
回
覧
文
書
に
て
、
健
康
診
査
希
望
調
査
票
（
ピ
ン
ク
色
）
を
お
配
り
し
ま
す
。
自
分
で
受
け

る
よ
り
、
か
な
り
お
得
な
住
民
健
診
で
す
。
自
分
の
健
康
を
守
る
た
め
に
も
ぜ
ひ
受
け
ま
し
ょ
う
！

集　団　健　診
（村内各施設で行う健診車による健診）

個　別　健　診
（医療機関で受ける健診）

日　程 会　場 日　程 会　場

8 月 22 日㈭ 　渡多目的集会施設 ９月～ 12 月 　人吉市内の契約医療機関

8 月 23 日㈮ 　渡多目的集会施設

９月～１月

　球磨村診療所
　※ただし、インフルエンザ予防接種
　　期間は、実施できない場合があり
　　ます。また、医療機関により実施
　　日は異なります。

8 月 24 日㈯ 　球磨村コミュニティセンター清流館

8 月 25 日㈰ 　球磨村コミュニティセンター清流館

8 月 26 日㈪ 　神瀬福祉センターたかおと

9 月 21 日㈯ 　田舎の体験交流館さんがうら

健　診　項　目 健　診　項　目

　特定健診・若者健診・後期高齢者健診に加え、各種
　がん検診（肺がん・胃がん・腹部超音波・大腸
　がん・乳がん・子宮頚がん・前立腺がん・骨粗しょう
　症・肝炎ウイルスなど）も同時に受けられます。

　
　特定健診・後期高齢者健診

　※がん検診は、子宮頚がんと乳がんのみとなります。

メ　リ　ッ　ト メ　リ　ッ　ト

　１日でいろいろな健診が、お得に受けられます。 　都合に合わせて通院時などに受けることができます。

※４月 25 日の回覧文書で、対象者や料金、契約医療機関などの詳細をお伝えしますので、ご覧ください。
　社会保険等被扶養者の人でも特定健診を希望する人は受診券を持参すると特定健診を受けることができます。

平成 31 年度　住民健診日程

く
ま
む
ら
健
康
づ
く
り
標
語

コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品
紹
介

く
ま
む
ら
健
康
づ
く
り

標
語
コ
ン
テ
ス
ト

入
賞
作
品
紹
介

　
現
在
は
日
本
の
料
理
が
上
位
と
思
い
つ
つ

①
日
本
は
目
の
料
理

②
中
国
は
舌
の
料
理

③
米
国
は
腹
の
料
理

を
参
考
に
し
て
、
日
常
の
私
達
の
料
理
は
常
に

偏
り
が
ち
で
は
な
い
か
と
考
え
標
語
を
作
成
し

ま
し
た
。
日
常
の
料
理
、
老
人
、
成
人
、
学
生
、

幼
児
に
応
じ
た
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
栄
養･

調

味
の
補
給
が(

腹
）
の
料
理
に
重
点
を
お
き
作

成
し
ま
し
た
。

健
康
は
　

　
　
腹
に
合
せ
た
　

　
　
　
　
　
　
調
味
か
ら

一
般
の
部

入
選

友
尻

上う
え
む
ら村

　
義よ

し
き喜

　
様

　

く
ま
む
ら
健
康
づ
く
り
標
語
コ
ン
テ
ス

ト
の
受
賞
者
に
、
作
品
に
込
め
ら
れ
た
想

い
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

生
活
習
慣
病
は
、

不
適
切
な
食
生
活

肥
満
症
・
糖
尿
病
等

虚
血
性
心
疾
患
（
心
筋
梗
塞
・
狭
心
症
な
ど
）

脳
卒
中
（
脳
出
血
・
脳
梗
塞
な
ど
）

糖
尿
病
の
合
併
症
（
失
明
・
人
工
透
析
等
）

半
身
の
麻
痺
等

日
常
生
活
に
お
け
る
支
障

認
知
症
な
ど

① 健診の申込み（4 月）
4 月の区長文書で送付するピンクの用紙によ
り、健診の受診項目や受診医療機関を選択し
ます。

② 問診票が届く（7 月）

集団健診および個別健診により受診します。

③ 健診受診（８月～）

個別面接で健診結果をお知らせします。

④ 健診結果（10 月）

あなたに寄り添い継続的な支援を行います。

⑤ 必要に応じ保健指導の実施
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気
づ
か
な
い
う
ち
に
や
っ
て
く
る
！

特
定
健
診
を

　
受
け
ま
し
ょ
う

子宮頸がん
乳がん無し
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後期高齢者医療制度の対象となる人
　75 歳以上の人（75 歳の誕生日から自動的に加入）
　65 ～ 75 歳までの人で一定の障害がある人（障害認定については申請が必要です）
平成 30・31 年度の保険料率（平成 29 年度より据え置き）
　保険料率は２年ごとに見直され、熊本県内で均一となります。平成 30・31 年度の保険料率は次のとおりです。
　【均等割額】　47,900 円　　【所得割率】　9.26％
平成 31 年度は保険料軽減内容が見直されます
　所得が低い人や被用者保険加入者に扶養されていた人の保険料は、継続して軽減されますが、一部軽減割合などが
見直されます。

世帯内の被保険者と世帯主の前年の総所得金額などの合計額 軽減割合
33 万円
を超えない場合

世帯内の被保険者全員が年金収入 80 万円以下（その他各種所得なし）の場合 8 割軽減
上記以外の人 8.5 割軽減

33 万円＋（28 万円×世帯の被保険者数）を超えない場合 ５割軽減
33 万円＋（51 万円×世帯の被保険者数）を超えない場合 ２割軽減

【被扶養者の軽減】
　後期高齢者医療制度の加入前日まで、被用者保険（市町村国保、国保組合は対象外）の被扶養者であった被保険者
については、特例措置として加入した月から２年を経過する月まで均等割額が５割軽減となります。

【納付書から口座振替への変更】
　後期高齢者医療保険料を納付書により納めている人は、申し出により、保険料を口座振替で納付することができま
す。なお、金融機関は、郵便局、球磨地域農業協同組合（JA）、肥後銀行に限られます。
※平成 31 年度の保険料額は 7 月に本算定を行い、保険料額決定通知書を送付します。

後期高齢者医療被保険者の皆さんへ

医療機関の適切な受診のお願い
　現在、休日や夜間に受診される人が増え、緊急性の高い重症の患者さんの治療に支障をきたしています。医療を必
要な人が安心して受けられるように、医療機関の受診や薬局でお薬をもらう際は、次のことに注意しましょう。

注意事項
①診療時間内に受診しましょう！
　体調がすぐれない場合は、軽い症状のときでも昼間の
診療時間内に受診しましょう。休日や夜間に救急外来を
受診することで、重症の患者さんへの対応が遅れたり、
支払う医療費も高くなります。

②かかりつけの医師を持ちましょう！
　かかりつけの医師を持ち、気になることがあったら早
めに相談しましょう。

③重複する検査や投薬は体に悪影響を与えます！
　同じ病気で複数の医療機関を受診すると、同じ検査や
投薬で医療費を増やすだけでなく、かえって体に悪影響
を与えてしまう心配があります。

④ジェネリック医薬品をお勧めします！
　後発医薬品（ジェネリック医薬品）は、先発医薬品と
同等の効能・効果を持ち、費用も安くすみます。ジェネリッ
ク医薬品を希望する場合は「ジェネリック医薬品希望カー
ド」を医療機関や薬局に提示し、利用について相談しま
しょう。

⑤お薬手帳などを活用しましょう！
　複数の薬を使用する場合は、飲み合わせによって副作
用が強くでることもあります。お薬手帳の活用などによ
り、すでに処方している薬を医師や薬剤師に伝え、飲み
合わせには注意しましょう。また、薬が余っている場合
は、医師や薬剤師に相談しましょう。

問い合わせ　健康衛生課保険医療係　☎ (32)1139

５月 20 日（月）
集合時間 場所

8:40 茶屋相良橋堤防
8:50 鵜口入口
9:00 大無田消防詰所前
9:15 大無田沖鶴線交差点
9:30 大久保
9:40 松谷消防詰所
9:50 毎床記念碑前
10:20 遠原公民館
10:45 那良公民館
10:50 那良口橋
11:00 友尻バス停
13:00 一勝地小体育館
13:10 松舟
13:25 田代公民館
13:40 ふれあい球里橋
13:45 野々原 NTT 中継所
13:55 中屋公民館
14:00 吐合学習センター
14:10 中津公民館
14:20 黄檗公民館
14:40 日隠学習センター
14:50 岳本分館
14:55 黒白バス停

平成 31 年度　狂犬病予防注射の日程
■狂犬病予防注射での注意点
①集合場所での接種が原則です。
②予防接種の可否は自分で判断せず、必ず獣医師へ判断してもらってください。注射を行う獣医師へ判断してもらっ
　ても構いません。
③狂犬病予防・注射票と問診票を必ず持参してください。問診票は、注射票の裏面に印刷してあります。
④注射の際、飼い犬を抑えられない人が見受けられますので、日頃から犬の世話をしている人が連れてきてください。

５月 21 日（火）
集合時間 場所

8:40 馬場公民館
8:55 椎屋公民館
9:15 岡（椎葉）村道終点
9:25 中園丸尾橋
9:30 板崎橋
9:35 浦野
10:00 蔵谷
10:10 高沢堂前
10:30 大槻
13:10 渡多目的集会施設
13:30 島田ＮＴＴ中継所
13:40 水篠
13:50 糸原公民館
14:00 立野スクールバス停
14:20 峯消防詰所前
14:30 地下公民館
14:40 運動公園入口
15:00 栗林踏切付近
15:10 内布スクールバス停

５月 22 日（水）
集合時間 場所

8:45 大坂間堂
8:50 淋スクールバス停
8:55 池下
9:10 田頭公民館前
9:20 向淋村道入口
9:30 小谷旧ドライブイン
9:40 大瀬公民館
9:50 蔀公民館
10:00 和田
10:05 神瀬多目的集会施設
10:15 上原公民館
10:20 神原橋
13:15 松野
13:20 四蔵
13:30 日当橋
13:35 大岩林道起点
13:50 箙瀬
13:55 伊高瀬
14:05 楮木
14:15 川島（中道）

■狂犬病の現状
　現在でも世界中で、狂犬病により毎年５万人以上の人が亡くなっています。これは、球磨郡の人口とほぼ同じです。
治療方法はなく、発症すれば、ほぼ 100％死に至る病気です。日本では、昭和 32 年以降、狂犬病の発症は確認さ
れていませんが、国境を越えた人や物の流通が盛んに行われている現代では、国内に狂犬病が侵入する危険性は常に
存在しています。感染拡大を防止するため、犬の登録と狂犬病予防接種は必ず行いましょう。

問い合わせ　健康衛生課生活環境係　☎ (32)1139

狂犬病予防接種は
飼い主の義務です！
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Ｃ・Ｓコミュニティ・スクール 

村内小中学校 5月の主な行事予定　
期　日 内　　　　容 期　日 内　　　　容
７日㈫ 緑の少年団結団式（一勝地小） 28日㈫ 緑の少年団結団式（渡小）
12日㈰ PTA 美化作業（球磨中） 29日㈬ スポーツテスト（各小学校）30日㈭まで
19日㈰ 体育大会 ( 球磨中 ) 30日㈭ 小中連携事業開講式
26日㈰ 運動会（各小学校）

※村内小中学校の主な行事をお知らせします。期日・内容などは、都合により変更になる場合があります。お問い
　合わせは各学校へお願いします。

問い合わせ　教育委員会　☎ (32)1117

地域の人が先生です！
～ 花壇づくりとふれあい交流会 ～

　花壇づくりとふれあい交流会を３月 27 日、神瀬福祉
センターたかおとで行いました。
　神瀬地域の人と、造園業をされている吐

は き あ い

合美
み ち ろ う

智郎さ
んを先生としてお招きし、児童に花の植え方を説明。
最初はうまくできない子どもたちでしたが、先生の丁
寧な説明で上手に植えることができました。
  先生は、「今日は子どもたちと一緒に活動できたので、
とても楽しく活動することができました」と感想を述
べました。
  さらに、神瀬福祉センター内で交流会をサプライズ開
催。子どもたちは、明るく元気に活動報告と感想を発
表し「今日は、地域の人にたくさんのことを教えても
らい活動できてうれしかった」「これからは、緑を守り、
大切にしていきたいと思います」と話しました。
　地域と子どもたちのすばらしい協働活動に、感動す
る一日となりました。
　地域の人が、自発的に子どもたちの成長を願って実
施されたことに心から感謝したいと思います。
　教育委員会は、今後も地域の協働活動を全面的に支
援し、地域と子どもたちの双方に効果があるようにし
ていきたいと思います。
　さらに、地域の要望や思いを聞きながら、人と人の
つながりを大切にして「村づくり・学校づくり・人づ
くり」を一歩一歩前進させていきたいと思います。

事業名 内　容 補助率等 採択用件

田畑等整備事業

狭小な棚田を１枚にし、作業効率の高い
田・畑に改良することで、労働環境の改
善と安定した農業経営を図る。
田畑等整備事業と一体的に整備する搬入
路（農道）整備事業で、農業経営の安定と
生産意欲の向上を図る。
田畑等整備事業と一体的に整備する用排
水路の修繕・改修事業で、農業用水の確
保や水利用の安定化、合理化を図る。

30％以内
・田（10 ａ当り）
　上限 30 万円
・畑（10 ａ当り）
　上限 15 万円
・用排水路
　上限 20 万円

　下限２万円

・米生産数量目標に即し
　た生産を行っている人
・村税等完納者

水田等畦畔整備事業

未整備で作業効率の低い水田などを対象
に実施することで、労力の軽減につなが
り、農業経営の安定を図る。コンクリー
ト整備事業に加え、畦楽ガード整備事業
も補助対象とする。

30％以内
上限 20 万円
下限 2 万円

・米生産数量目標に即し
　た生産を行っている人
・村税等完納者

獣害対策事業
（電気牧柵設置）

イノシシ、シカなどの獣による農作物の
被害を防止することで、農業経営の安定
を図る。

30％以内
上限 20 万円
下限 2 万円

・10 ａ以上
・村税等完納者

果樹園造成事業
（苗木購入補助）

果樹苗木購入に対して補助を行うこと
で、投資の軽減・果樹園の造成集積を図
り、農業経営の安定と農業所得の増大を
図る。

30％以内
上限 20 万円
下限 2 万円

・1 団地 10 ａ以上
・１品目 20 本以上
・村税等完納者

農道等整備事業
農道等の整備を行うことで、農作業の軽
減と、農地の高度利用・農業者の経営安
定を図る。

事業費の 30％以内
延長 50m 未満の場合
上限 20 万円
下限 2 万円

・農道や耕作路などの新
　設、改修
・村税等完納者

“がんばる農家”支援事業（球磨村産業振興対策事業）
農業経営の安定を目的に、次のとおり平成 31 年度の補助事業を行います。ぜひご活用ください。

※申請には、見積書や着工前の現地写真が必要になります。事前にお問い合わせください。

問い合わせ　産業振興課農業係　☎（32）1115

持久走の日に、長距離で活
躍されている役場の地

ぢ げ

下
翔
し ょ う た

太さんに早く走るため
のコツを教えていただき
ました。

▶持久走大会（試走）

６年生の門松づくりでは、
三 ケ 浦 に お 住 い の 毎

ま い と こ

床
忠
た だ ひ ろ

弘さんに教えていただ
きながら、素敵な門松を
つくることができました。

▶門松づくり

３年生が小川地区で「コウ
ゾの皮むき」や「しゅんな
めじょ」について教えてい
ただきました。伝統行事の
体験は、地域の事を知る貴
重な機会となりました。

▶コウゾの皮むき体験

３ 月 に １ 年 間 お 世 話 に
なった皆さんを学校に招待
して感謝の会を開きまし
た。会の後は、一緒に給食
を食べ、みんな笑顔で１年
の締めくくりができました。

▶感謝の会

渡小の取組み紹介
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心
を
担
う
人
材
を
募
集
し
ま
す
。

試
験
区
分　

①
警
察
官
Ａ　
②
警
察
行
政

受
付
期
間　

①
４
月
25
日
㈭
～
５
月
31
日
㈮

②
４
月
25
日
㈭
～
５
月
10
日
㈮

一
次
試
験
日　

①
７
月
14
日
㈰　
②
６
月
23
日
㈰

試
験
内
容

①
教
養
・
論
文　
②
教
養
・
専
門
・
論
文

受
験
資
格
①

○
昭
和
62
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

○
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短
期
大
学

　
を
除
く
）
を
卒
業
し
て
い
る
こ
と

受
験
資
格
②

○
昭
和
59
年
４
月
２
日
～
平
成
10
年
４
月

　
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

○
平
成
10
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

　
人
で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短

　
期
大
学
を
除
く
）
を
卒
業
ま
た
は
令
和

平
成
31
年
度
警
察
職
員
採
用
試
験

球磨村診療所大型連休中の診療状況

4 月 5 月
27 日㈯ 28 日㈰ 29 日㈪ 30 日㈫ 1 日㈬ 2 日㈭ 3 日㈮ 4 日㈯ 5 日㈰ 6 日㈪ 7 日㈫

午前 診療
休診 休日当番医で診療（17 時まで）

※ 5 月 1 日は一勝地で診療 休診 通常
どおり午後 休診

問い合わせ　球磨村診療所　☎（32）0377

「クマちゃんシール」を終了します
　シール事業を 12 月末で終了します。手元にあるシールは、
台紙に貼り期限までに加盟店でご利用ください。長い間のご愛
顧誠にありがとうございました。

■加盟店でのシール受取期限
　6 月 30 日㈰
■加盟店でのシール利用期限
　12 月 31 日㈫
問い合わせ　球磨村商工会　☎（25）6660

　
野
生
鳥
獣
や
鳥
類
の
卵
は
、
法
律
で
狩

猟
に
よ
り
捕
獲
、
許
可
を
受
け
た
も
の
以

外
は
、
原
則
と
し
て
捕
獲
、
殺
傷
ま
た
は

採
取
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
民
の
皆

さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
野
生
鳥
獣
（
メ
ジ
ロ
・
ホ
オ
ジ

ロ
な
ど
）の
愛
が
ん
飼
養
目
的
の
捕
獲
は
、

鳥
獣
の
乱
獲
を
助
長
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

こ
と
か
ら
許
可
し
て
い
ま
せ
ん
。
平
成
24

年
３
月
31
日
ま
で
に
、
許
可
を
得
て
捕
獲

し
た
使
用
登
録
済
み
の
個
体
は
、
更
新
手

続
き
を
行
う
こ
と
で
、
引
き
続
き
飼
養
で

き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

産
業
振
興
課
林
業
係

☎（
３
２
）１
１
１
５

球
磨
地
域
振
興
局
森
林
保
全
課

☎（
２
４
）４
１
９
０

　
長
年
培
っ
た
知
識
と
豊
富
な
経
験
を
生

か
し
、
就
職
で
き
る
よ
う
職
業
相
談
・
紹

介
を
行
い
ま
す
。

高
齢
者
職
業
相
談

２
年
３
月
末
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

備
考　
申
込
書
は
人
吉
警
察
署
・
交
番
・

駐
在
所
に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

人
吉
警
察
署
総
務
課

☎（
２
４
）４
１
１
０

　
新
天
皇
陛
下
の
ご
即
位
当
日
よ
り
村
民

の
皆
さ
ま
が
祝
意
を
表
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
記
載
所
を
設
置
し
ま
す
。

期
間　
５
月
１
日
㈬
～
５
月
７
日
㈫

時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

場
所　
球
磨
村
役
場
玄
関
ホ
ー
ル
内

問
い
合
わ
せ

総
務
課
総
務
係

☎（
３
２
）１
１
１
１

天
皇
陛
下
御
即
位
に
伴
う
祝
意
奉

表
に
つ
い
て

九
州
電
力
か
ら
感
電
事
故
防
止
の

お
願
い

繁
殖
期
の
野
鳥
保
護

相
談
日　
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

時
間
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所　
人
吉
保
健
所
総
務
福
祉
課
内

備
考
　
65
歳
未
満
の
人
の
相
談
も
受
付
け

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

熊
本
県
高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所

球
磨
相
談
所

☎（
２
２
）２
６
２
５

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

人
吉
税
務
署
総
務
課

☎（
２
３
）２
３
１
１　
内
線
２
２



　「日本で最も美しい村」連合は、失ったらもう二度と戻らない全国の美しい村を守るために活動しています。私た
ちが住む九州では、12 の町村・地域が連合に加盟し、それぞれ特色ある美しい村づくりに励んでいます。今回は八
女市星野村を紹介します。

「日本で最も美しい村」連合では、活動を応援していただける個人会員を募集しています。年会費は、１口５千円か
らです。美しい村連合公式 web サイトか郵送で入会できます。また、企業・団体は、総会での議決権を有する正会
員に申込むことができます。詳しくは「日本で最も美しい村」連合会 web サイト（http://utukushii-mura.jp）で
ご確認いただくか、企画振興課山村振興係【☎ (32)1114】までお問い合わせください。

お知らせ

玉露の収穫

棚田の田植え

共助のむらづくり支援事業補助金を交付します

事業区分 活動内容 補助率及び限度額 補助対象経費

１ 　交流促進型

１　祭り、イベント等の開催
　夏祭り、運動会、交流活動、など

補助率：10 分の 10
限度額：15 万円 需用費

※消耗品費、燃料費、印刷製本
　費に限る。
※草払い等で使用する刈払機の
　替刃については、１枚につき
　限度額 1,000 円とする。
役務費
※通信運搬費、広告料、手数料
　に限る。
使用料及び賃借料
原材料費

２　文化及び学習活動
　講演会、学習会、文化財の保護、
伝統文化等の継承活動、など
３　生活環境整備
　花いっぱい運動、ゴミ拾い、案内
板設置、緑化・美化活動（道路、水路、
耕作放棄地など）、など
４　社会福祉の増進、健康づくり
　高齢者支援活動、健康づくり活動、
など
５　自主防災訓練や安全対策
　交通安全対策、防犯・防災活動、
など

補助率：10 分の 10
限度額：10 万円

２　特認型 村長が特に必要と認める事業 村長が必要と認める経費

以下の事業は対象外となります。
　・宗教、政治に関わる事業
　・営利を主目的とした事業
　・公益性に欠ける事業
　・行政や他の団体等からの補助事業（球磨村地域づくり、人づくり基金助成事業、球磨村産業振興対策事業、中
　　山間地域等直接支払事業、多面的機能支払事業、など）
　・住民が実施主体とならない事業（業者が工事を請け負う事業、など）
　・その他、当事業の趣旨に反するもの

問い合わせ　企画振興課企画広報係　☎（32）1114

　本村では、住民総参加による創意と工夫により、活力ある共助のむらづくりや日本で最も美しいむらづくりを推進
するため、平成 26 年 6 月に「球磨村共助のむらづくり支援事業補助金」を創設しました。
　本年度も行政区や班、集落、地域コミュニティ組織などのさまざまな活動を予算の範囲内で支援していく予定です。

地域の美化作業 地域の夏祭り
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※前年度からの主な変更点
　活動内容の「祭り、イベント
等の開催」について、限度額を
15 万円に拡充しました。

「日本で最も美しい村」連合　九州ブロック合同企画

美しい村を探す　～ 九州沖縄 ～
第９回 福岡県八女市星野村 人口　約 2,460 人

　福岡県の南東部に位置し、東は大分県日田市と接する山
間の村「星野村」。基幹産業は農林業、特に茶と花木の生
産が盛んで、夜には満天の星空がひろがる静かな村です。
また、天保年間に刻まれた碑 ( いしぶみ ) が残る石積みの
棚田や、南北朝時代懐良親王ゆかりの大円寺、江戸時代久
留米藩の御用窯として多くの茶壷、茶器を残した星野焼な
ど、歴史ロマンの息吹を感じられる地でもあります。
地域資源１　星野茶
　星野ブランドのナンバーワンは、高級茶「玉露」に知ら
れる「星野茶」です。茶の生産は、江戸時代後期に八女地
区山間地で始まったといわれていますが、明治後期の「玉
露」栽培から星野茶の名声が高まってきました。星野村の
風土と気候、そして先人たちから引き継がれた栽培製法技
術が、甘みと香り豊かなお茶を育て、今でも高級茶ブラン
ド「星野茶」を守り続けています。その品質は、全国茶品
評会においても認められ、これまで多数の農林水産大臣賞

（全国一位）を獲得しています。平成 17 年からは 5 年連続、
直近の 5 年間でも 3 回の受賞と日本一の玉露産地として
の地位を確立しています。

地域資源２　石積みの棚田
　急峻な地形のなか、星野川やその支流沿いに石積みの棚
田と茶畑が広がる風景が、星野村独特の農村風景です。棚
田形成の起源は定かではありませんが、谷川の水を分け合
い、湧水を活かした棚田は、耕地の少ない星野村において、
より生産性を高め暮らしよい村をつくるため、多くの年月
と数え切れないほどの先人たちの苦労の積み重ねにより、
築き上げられたものです。なかでも、広内・上原地区では「棚
田保存実行委員会」を組織し、田植え体験や稲刈り体験な
どの交流事業を行い、棚田の景観のすばらしさや公益的機
能等を都会の人たちにも理解してもらおうと、地域ぐるみ
で保全活動に取り組んでいます。

イベント情報　星の新茶まつり
期日　6 月１日㈯・2 日㈰　内容　手もみ茶の実演、釜炒り茶体験、野点など　場所　茶の文化館　　
問い合わせ　八女市役所星野支所建設経済課　☎ 0943（52）3114
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包
括
だ
よ
り

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
住
民
福
祉
課
内
）　
☎（
３
２
）１
１
１
２

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
職
員

紹
介
」

　
新
年
度
第
１
回
は
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
業
務
と
所
属
職
員
を

紹
介
し
ま
す
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
高

齢
者
を
支
え
る
地
域
の
拠
点
と
し

て
、
医
療
（
医
療
機
関
）・介
護
（
介

護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
）・
福
祉
（
民

生
委
員
や
社
会
福
祉
協
議
会
）な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
専
門
機
関
と
連
携
し
な

が
ら
、主
に
次
の
業
務
を
行
い
ま
す
。

　
①
介
護
予
防
活
動
の
推
進

②
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
受
付
け
、

　
関
係
機
関
と
連
携
し
て
の
対
応

③
認
知
症
へ
の
早
期
対
応
や
支
援
、

　
啓
発
活
動

④
住
み
慣
れ
た
家
や
地
域
で
生
活
し

　
て
い
く
た
め
の
生
活
支
援
や
相
談

　
等
の
対
応

⑤
高
齢
者
の
虐
待
防
止
や
対
応
、
消

　
費
者
問
題
等
へ
の
対
応

⑥
介
護
保
険
事
業
所
や
医
療
機
関
等

　
と
の
協
力
体
制
の
構
築

⑦
自
立
支
援
型
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

　
ト
や
介
護
予
防
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作

　
成
等
の
支
援

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
体
制

は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
セ
ン
タ
ー
長
）
假か

り
や屋　
昌し

ょ
う
こ子

（
係
長
・
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
）
松ま

つ
も
と本　

憲け
ん
ご吾

（
保
健
師
）
槻つ

き
ぎ木　
亜あ

り

さ

里
沙

（
社
会
福
祉
士
）
東ひ

が
し　

は
づ
き

（
主
任
介
護
支
援
専
門
員
）　

半は

ん

に

た

仁
田　
尚な

お
こ子

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
ス
タ
ッ
フ

（
看
護
師
）　
永な

が
し
い椎　

り
つ
子こ

（
指
導
員
）　

富と
が
し樫　
睦む

つ
み美

松ま
つ
ふ
ね舟　
真ま

ゆ

み

由
美

木き

や屋　
裕ゆ

う
こ子

蔀し
と
み　

　
貞さ

だ
こ子

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

陽だまり 球磨村地域子育てセンター“陽だまり”
〒 869-6401球磨村大字渡乙 763（渡保育園内）
TEL：（33）0125 FAX：（33）0173 ホームページ：http://www.kmbb.jp/watari/

「花まつりの行事で学びました」　〈こがね保育園〉
　新年度が始まり新たな気持ちで園生活を楽しんでいる
子どもたち。年長組は、特に責任感や思いやりの気持ち
が芽生え、「お手本になる」「優しくお友だちに声をかけ
てあげる」「困っていたら助けてあげる」と話しをして
くれました。そんな年長さんの初めての行事が、４月８
日の花まつりです。「お釈迦様がこの世に生を受けられ
た日」というお話を用い、「賢い人は左わきからお生ま
れになる。お釈迦様は生まれてすぐに立ち七歩歩かれ、
立ち止まり右手を天に、左手を地に指差して『天上天下
唯我独尊』と言われたそうです。全ての人の命に等しい

価値があることを忘れず、みんな命を大切にしてくださ
い」という話に子どもたちは興味津々に聞いていました。
　花御堂づくりでは、お花をもちより御堂に飾り付け。

「お釈迦様のお誕生日だから、綺麗に飾り付けしてあげ
ないと」「お釈迦様喜んでくれるかな」など話しながら
ぺたぺたと貼り付けていました。「きっと喜んでもらっ
ているよ、みんなの気持ちにありがとうって」などの会
話を通して、子どもたちの温かく美しい心を引き出せら
れるように、これからも子どもたちと向き合い、子ども
たちのさらなる成長に期待したいと思います。

【陽だまりサロン】

今から花御堂を作ります 甘茶、あまーいね

【3歳 6カ月児健診】

＜ママ誕生日会＞＜茶話会＞
＜新年度に向けて＞
～ソーイング～

平成 30年度最後のサロン
でした。

食事用のエプロンなどを
作りました。

みんな大きくなったね！

おこし

大
おおたに

谷　知
ともひろ

広さん
年齢：38 歳
出身：東京都大田区
趣味：温泉巡り
特技：スノーボード、
　　　ウェイクボード、
　　　キックボクシング、
　　　サッカー

　球磨村に移住して初めての春を迎え、毎床の大桜や国道沿いの桜と菜の花、また桜
のちょっと後に毎床地区に広がる梨の白い花を見て、やっぱりこの村に来て良かった
なぁと心から感じた陽春でした。
　さて、今回は 4 月に東京出張した際に体験した『親子の休日革命』というワークショッ
プについてご報告いたします。このワークショップは親子 ( 子どもは主に小学生 ) で一
緒に色々なことを学ぼうというもので、今回は親子で考える『起業の本質、初めての
ビジネスの作り方』というテーマで行われました。テーマだけ聞くと子どもには難し
いのではないか？と私自身感じていましたが、スタートは「自己紹介と、最近言われ
たありがとうはどんな時？」、この後にされた説明が秀逸。『ありがとう』と言われる
ことをするのがビジネスのスタート、この『ありがとう』をお互いに持続させること
が事業。まさに！子供でもわかる簡単な理屈。今後こういった事を村内でも実施出来
ればなぁと考えています。ちなみにその後はもっと面白い展開を見せるワークショッ
プだったのですが、そのお話はまた今度。

　地域おこし協力隊とは、地方に関心をもっている都市住民の人を受け入れ、一定期間以上、農林漁業などの応
援や地域振興、地域住民の生活サポートなど、地域協力活動に従事することで、地域力の維持・強化を図ること
を目的としたものです。ここでは、地域おこし協力隊の取り組み・活動などを紹介します。
　今回は、大谷さんに地域おこし協力隊の活動を報告してもらいます。

地域 協力隊

ワークショップ「親子の休日革命」

通信

＜球磨村広報取材＞ ＜誕生日会メニュー＞
3月発行の「球磨村広報」の取材に来られました！
先月の広報に載ってますよ！

ハンバーガー、ポトフ、
ポテト、ヨーグルト

みんなでハイチーズお釈迦様喜んでくれるかなぁ

陽だまり ５月行事予定
  8 日㈬　陽だまりサロン
15 日㈬　陽だまりサロン
16 日㈭　3 カ月児 6 カ月児健診
18 日㈯　ベビーマッサージ
22 日㈬　陽だまりサロン
　　　　 「ママ誕生日会」
29 日㈬　陽だまりサロン
都合により変更する場合があり
ます。ご了承ください。

陽だまりサロンでは、毎回、
育児講座やフリートーク

など、球磨村で子育て中の親子
やマタニティーの皆さんで楽し
く過ごしています。上記の日程
をご覧の上、どうぞお気軽にご
参加ください。お待ちしていま
す！（初めて参加する人は電話
でご連絡ください）
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【
短
歌
】

エ
メ
ラ
ル
ド　
グ
リ
ー
ン
街
道　
走
り
を
り

　
桜
並
木
の　
花
び
ら
舞
い
来
る　
　
　

病
医
院　
何ど

こ処
へ
行
っ
て
も　
様
と
呼
ぶ

　
患
者
は
や
は
り　
お
客
様
な
り　
　
　
　
　
　
鳥
飼
可
津
子

近
所
か
ら　
野
菜
貰
い
し　
「
ダ
ン
ダ
ン
ナ
ー
」

　
母
の
口
真
似　
云
い
た
く
な
り
て　
　
　
　
　

公
報
に　
採
用
さ
れ
て　
有
り
難
く

　
球
磨
村
民
に　
戻
れ
た
よ
う
な　
　
　
　
　
　
平
井
静
代

裏
山
の　
杉
の
林
は　
荒
れ
は
て
て

　
我
の
声
を
も　
響
か
ず
消
え
る

川
下
り　
今
日
は
こ
ぬ
か
と　
虎
岩
は

　
舟
見
ず
三み

と
し年　

寂
し
き
思
い

球
磨
村
の
「
い
い
と
こ
話
す
」　
会
つ
く
り

　
い
ま
だ
進
ま
ず　
人
あ
つ
め
な
り　
　
　
　
　
板
﨑
壽
一

【
川
柳
】

新
児
童　
桜
の
花
に　
つ
つ
ま
れ
て

花
散
り
て　
名
誉
の
こ
し
て　
去
る
イ
チ
ロ
ー

ど
ん
と
き
く　
漬
物
石
で　
味
の
良
さ　
　
　
　
上
村
義
喜

梅
の
花　
忽
ち
話
題
の　
中
心
に

新
年
度　
令
和
令
和
で　
暮
れ
て
ゆ
き　
　
　
　
平
井
静
代

温
泉
に　
孫
が
さ
そ
う
が　
や
せ
て
か
ら

ラ
イ
ン
と
は　
身か

ら
だ体
の
線
と　
違
う
と
ね

新
学
期　
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を　
見
の
が
す
な　
　
　
　
　
板
﨑
壽
一

鯉
の
ぼ
り　
黄
砂
が
く
る
よ
と　
い
っ
て
ま
す

プ
ロ
ポ
ー
ズ　
さ
れ
た
あ
の
日
は　
セ
ピ
ア
色

筍
は　
鹿
と
猪　
た
べ
ほ
う
だ
い　
　
　
　
　
　
髙
橋
カ
ヅ
子

人口・世帯の動き
（４月１日現在）

人　口 前月比

世帯数（戸） 1,463 -7

人　口（人） 3,648 -36

男　性（人） 1,732 -19

女　性（人） 1,916 -17

高齢化率（％） 44.2

戸
籍
の
窓

３
月
届
け
出
分
（
敬
称
略
）

▼
お
誕
生
お
め
で
と
う

　
氏
名
　
　
　
　
　
保
護
者
　
地
区

　
蔀し

と
み　
比ひ

い
ろ彩　

　
　
祐ゆ

う
た
ろ
う

太
朗　
柳
詰

　
▼
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す　

　
氏
名　
　
　
　
　
年
齢　
地
区

　
髙た

か
さ
わ沢　

ミ
ツ
ノ　
93
歳　
高
沢

　
蔀し

と
み　

　
リ
ヱ
コ　
83
歳　
蔀

　
川か

わ
は
ら原　

キ
ク
エ　
95
歳　
中
渡

　
浦う

ら
の野　

タ
ミ
子こ　
94
歳　
浦
野

ー平成 31 年度球磨村青年団総会ー村民からの期待を胸に楽しく活動します

昨年度を振り返りました

　　
寄
せ
ら
れ
た
寄
付

　
　
ご
遺
族
の
皆
さ
ま
に
心
よ

　
り
哀
悼
の
意
を
表
し
、
故
人

　
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上

　
げ
ま
す
。

　
〈
３
月
分
〉

　
園そ

の
だ田　

フ
サ
コ　
様

　
　
　
　
　
（
故　
初は

つ
よ
し義　
様
）

　
髙た

か
さ
わ沢　
重し

げ
は
る治　
様

　
　
　
　
（
故　
ミ
ツ
ノ　
様
）

　
猪い

の
も
と本　
初は

つ
み美　
様　

　
　
　
（
故　
栁や

な
づ
め
み
ち
と
し

詰
道
敏　
様
）

　
那な

す須　
晴は

る
み美　
様　
　

　
　
　
（
故　
蔀し

と
み

リ
ヱ
コ　
様
）

　
水み

ず
し
の篠　
静し

ず
こ子　
様

　
　
　
　
　
（
故　
和か

ず
き
よ清　

様
）

　　
　
皆
さ
ま
の
ご
厚
意
に
深
く

　
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

　
に
、
地
域
福
祉
の
推
進
の
た

　
め
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ

　
き
ま
す
。

社 協 だ よ り

社
協
会
費
の
お
願
い

【
会
費
（
年
額
）】

・
一
般
会
費　
５
百
円

・
特
別
会
員　
５
千
円

　
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業
は
、

村
民
の
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

会
費
・
寄
付
金
・
共
同
募
金
配
分

金
や
行
政
か
ら
の
補
助
金
に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
も
区
長
・
班
長
の
皆
さ

ま
に
お
願
い
し
て
村
内
の
各
戸
別

よ
り
社
協
会
費
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
会
費

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
地
域

福
祉
活
動
な
ど
「
福
祉
の
む
ら
づ

く
り
」
の
実
現
に
向
け
て
の
大
切

な
財
源
で
す
。
社
会
福
祉
協
議
会

活
動
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

せ
せ
ら
ぎ
温
泉

泉
質　
ア
ル
カ
リ
性
単
純
泉

効
能
　
神
経
痛
、
筋
肉
痛
、
皮
膚

病
に
良
い
と
さ
れ
、
美
肌
効
果
の

高
い
温
泉

利
用
で
き
る
人
　

　
村
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
人

料
金
　
１
回
百
円

時
間
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

休
館
日
　
土
・
日
・
祭
日

シ
ャ
ン
プ
ー
・
石
け
ん
な
ど
は

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
肥
後
狂
句
】

一
級
品　
監
督
の
首
す
げ
か
え
る

と
つ
け
む
無
や　
い
た
ず
ら
動
画
を
す
る
大
人

相
手
次
第　
自
慢
の
腕
も
振
ふ
い
ま
す

奥
座
敷　
今
は
膝
に
も
触
ら
れ
ん　
　
　
　
　
　
鳥
飼
竜り

ん
ど
う胆

あ
と
一
歩　
城
の
勇
姿
も
見
え
て
来
た

そ
っ
く
り　
見
分
け
は
ホ
ク
ロ
右
左

小
手
調
べ　
大
公
望
も
鯵あ

じ
ご子
か
ら

褒ほ

め
ら
れ
て　
毎
日
せ
に
ゃ
ん
拭ふ

き
掃そ

う
じ除

お
人
好
し　
金
貸
し
た
う
え
保
証
人　
　
　
　
　
日
當
山
岳

【
俳
句
】

キ
ジ
車ぐ

る
ま　

親
子
集
め
し　
春
の
市

駆
け
て
来
た　
孫
の
笑
顔
に　
桜
咲
く

新
緑
が　
水
面
に
写
す　
あ
た
た
か
さ　
　
　
　
板
﨑
壽
一　

　総会を４月 6 日に一勝地温泉かわせみ石の交流館やまなみで開催しました。来賓からは、「地域に寄り添う青年団」、
「子供を育てる青年団」として活動してほしいと期待の声をいただきました。
　青年団活動では、春に村内施設の清掃活動、夏に球磨村探検隊、秋にふれあいまつり‘くまむら’でのバザー、冬
にクリスマスサンタ大作戦などの事業を実施しています。これらの活動を通して、期待に応えられるよう頑張ります！
活動に参加したい若者は団員になって一緒に活動しませんか？よろしくお願いします！
　遅れましたが、本年度青年団の広報を担当します、大

お お む た

無田琴
こ と ね

音と申します。不慣れですが一年間お付き合いくださ
いますようお願いします。
　本年度も地

ぢ げ

下克
か つ な り

愛団長の元、団員一同楽しく活動していきます。見かけられたら、一言お声かけいただくと今後の
励みとなります。村民の皆さまからの、期待に応えられるように活動していきます。

一勝地梨の花（毎床地区）
日本で最も美しい村連合　くまむら写真館

A youngman's power

文
芸
の
広
場

※
原
稿
は
、
毎
月
10
日
ま
で
に
企
画
振
興
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

球磨村青年団 facebook ページで
は、最新情報を随時配信中です！
ぜひ「いいね！」をお願いします！
左記QRコードを読み取るか、web

「球磨村青年団」で検索ください。

球磨村青年団 facebook をチェック！

球 磨 村 青 年 団 通 信
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昌

５月　行事予定
日 月 火 水 木 金 土

１天皇の即位の日 ２祝日 ３憲法記念日 ４みどりの日

５こどもの日 ６振替休日 ７ ８ ９ 10
区長文書

11

12
急流と鍾乳洞の里まつ
り
午前 10 時～（球泉洞一帯）

13 14
郡民体育祭（ゲート
ボール）
午前９時～（免田総合グラ
ウンド）

15 16
3カ月児、6カ月児健診
午後１時～（渡多）

17
こども歯科健診・
フッ素塗布
指定時間（渡多）

18

19
球磨中学校体育大会
午前８時 45 分～（球中グ
ラウンド）

20
いきいき元気栄養教室
午前 10 時～（たかおと）

21
郡民体育祭（グラウン
ドゴルフ）
午前９時～（あさぎり町森
園カントリーパーク）

22 23 24 25
郡民体育祭（ゴルフ）
午前７時 15 分（球磨カン
トリークラブ）

26
一勝地小学校運動会
午前８時 45 分～（一小グ
ラウンド）
渡小学校運動会
午前９時～（渡小グラウン
ド）

27
区長文書

（広報くまむら発行）

28 29 30 31

各施設の略称
清流館……球磨村コミュニティセンター清流館
渡多………渡多目的集会施設
神多………神瀬多目的集会施設
せせらぎ…高齢者生活福祉センターせせらぎ
たかおと…神瀬福祉センターたかおと

やまなみ……石の交流館やまなみ
かわせみ……一勝地温泉かわせみ
運公…………球磨村総合運動公園
さんがうら…田舎の体験交流館さんがうら
渡保…………渡保育園

こがね…こがね保育園
神保……神瀬保育園
渡小……渡小学校
一小……一勝地小学校
球中……球磨中学校

　
4
月
か
ら
「
広
報
く
ま
む
ら
」
を
担

当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
歴
代
の

担
当
者
の
よ
う
に
皆
さ
ま
に
伝
え
る
こ

と
が
で
き
る
か
不
安
で
す
が
、
今
ま
で

の
経
験
を
生
か
し
、
人
と
人
を
つ
な
ぐ

き
っ
か
け
に
な
る
よ
う
な
広
報
紙
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
取
材
の
際
は
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
平
成
が
終
わ
り
ま
す
。
私
は
人
生
の

ほ
と
ん
ど
を
平
成
で
過
ご
し
ま
し
た
。

平
成
を
振
り
返
り
、
皆
さ
ん
は
ど
の
よ

う
な
思
い
出
が
あ
り
ま
す
か
。
新
し
い

令
和
の
時
代
が
平
和
で
、
災
害
が
少
な

い
こ
と
を
願
い
ま
す
。
時
代
が
変
わ
る

瞬
間
を
見
届
け
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら

球
磨
村
の
時
代
の
移
り
変
わ
り
を
広
報

担
当
と
し
て
、
し
っ
か
り
記
録
し
、
皆

さ
ま
へ
伝
え
て
い
き
ま
す
。（
野
々
原
）

５日㈰
宮原医院（多良木町） ☎（42）2082
高田内科医院（錦町） ☎（38）3677
増田クリニック小児科（人吉市） ☎（22）3570

６日㈪
渡辺医院（多良木町） ☎（42）2541
小川整形外科医院（錦町） ☎（38）3455
堤病院附属九日町診療所小児科（人吉市） ☎（22）2251

12日㈰
上球磨クリニック（多良木町） ☎（42）5868
脳神経外科小林クリニック（錦町） ☎（38）5670
人吉医療センター小児科（人吉市） ☎（22）2191

19日㈰
横山医院（多良木町） ☎（42）2132
緒方医院（相良村） ☎（35）0131
たかはし小児科内科医院（人吉市） ☎（24）2222

26日㈰
仁田畑クリニック（多良木町） ☎（42）1123
たかの眼科（あさぎり町） ☎（47）2550
やまむら医院（あさぎり町） ☎（45）0005

休日在宅当番医　　※都合により変更になる場合がありますので、受診する人は事前に医療機関にご確認ください。

１日㈬

犬童内科胃腸科医院（あさぎり町） ☎（45）1125
ほづみ皮膚科医院（錦町） ☎（26）5300
球磨村診療所（球磨村） ☎（32）0377
増田クリニック小児科（人吉市） ☎（22）3570

２日㈭

古城クリニック（水上村） ☎（44）0321
田中医院（錦町） ☎（38）0061
球磨村診療所（球磨村） ☎（32）0377
公立多良木病院小児科（多良木町） ☎（42）2560

３日㈮
こんどう整形外科（あさぎり町） ☎（45）6555
深水内科医院（錦町） ☎（38）3221
たかはし小児科内科医院（人吉市） ☎（24）2222

４日㈯
そのだ医院（湯前町） ☎（43）2063
岩井クリニック（あさぎり町） ☎（49）2181
やまむら医院（あさぎり町） ☎（45）0005

年金相談会　　問い合わせ　八代年金事務所　☎0965（35）6123／住民福祉課住民係　☎（32）1112

八代年金事務所による年金相談会が次のとおり開設されます。お気軽にご相談ください。
場　所 日　程

人吉市東西コミュニティセンター 13 日㈪・20 日㈪・27 日㈪
錦町社会福祉協議会（温泉センター） 15 日㈬・29 日㈬
多良木町役場（町民相談室） ８日㈬・22 日㈬

予約受付時間　午前９時～午後５時
※３日前までに予約が必要ですので、年金手帳を準備の上、八代年金事務所までご連絡ください。なお、予約は先着順となりますので、
　相談者が多い場合はご希望に添えない場合もあります。

球磨村公民館図書室では、１回につき１人２冊まで、２週間のレンタルができますのでぜひご利用ください。
受付日　月曜～金曜（祝日を除く）　受付時間　午前８時 30 分～午後５時
お す す め

続々ざんねんないきもの亊典
今泉　忠明／監修

一生けんめいなのに、どこかざんねん
ないきもの達。３冊目は「ちょこっと
進化のお話し・ざんねんなこだわり・
ざんねんな体・ざんねんな生き方・ざ
んねんな能力」が紹介されています。
読んでみると、え～そうなんだと思っ
たり、笑ったりすることがいっぱいの
一冊。

君の膵臓を食べたい
住野　よる／著

「共病文庫」を見つけた「僕」は、明
るい人気者の山内桜良が余命わずか
と知る。そのことは２人だけの秘密。
秘密を共有する４カ月。読み終えた
ら、きっとあなたはこの題名に涙す
る。２人が出会ったこの季節に読ん
でみませんか！

（花野いちこさんより紹介）

＊球磨村公民館図書室＊ Kuma Village Library 問い合わせ　教育委員会　☎（32）1117

５月の乳幼児健診・年金相談会・休日在宅当番医

　
今
月
号
で
広
報
担
当
を
卒
業
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

３
年
前
、
広
報
を
担
当
す
る
と
決

ま
っ
た
と
き
は
、
自
分
に
で
き
る
の
か

不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
、
皆
さ
ん

の
温
か
い
ご
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ

こ
れ
ま
で
広
報
紙
を
作
り
続
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
３
年
間
、
た
く

さ
ん
の
人
と
の
出
会
い
が
あ
り
、
貴
重

な
体
験
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
私
の
宝
物
で
あ
り
、
こ
れ
か

ら
先
も
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
本
当
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も「
広
報
く
ま

む
ら
」を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

乳幼児健診　　問い合わせ　健康衛生課保健予防係　☎（32）1139

● 3 カ月児、6 カ月児健診
健　診 対象者 日　程 場　所

3 カ月児 平成 30 年 12 月 15 日～平成 31 年 2 月 16 日生まれ 16 日㈭ 渡多目的集会施設6 カ月児 平成 30 年８月１日～平成 30 年９月 30 日生まれ
受付時間　午後１時～午後１時 15 分　内容　小児科健診、身体計測、子育て・栄養相談
持参物　母子健康手帳、問診票、子どもノート、バスタオル、お出かけセット（ミルクやオムツ、着替えなど）

●こども歯科健診・フッ素塗布
健　診 対象者 日　程 場　所
1 歳 平成 30 年３月１日～平成 30 年６月 30 日生まれ

17 日㈮ 渡多目的集会施設2 歳 平成 28 年 10 月１日～平成 29 年 1 月 31 日生まれ
3 歳 平成 28 年６月１日～平成 28 年９月 30 日生まれ

受付時間　午後指定時間　内容　歯科健診、個別相談、希望者にはフッ素塗布
持参物　母子健康手帳、問診票、フェイスタオル、　※上記の対象者以外の人もお呼びすることがあります。

編
集
後
記
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球泉洞

球泉洞休暇村

第二駐車場

至 人吉

至 八代

球磨川

球泉洞トンネル

至 八代

月 日日５
10：00～15：00

雨天
決行

14：00～

11：20～

２０１９ 雨天雨天
行決行決決決行決行

２０１９２０１９

祝! 恋人の聖地認定１周年

★わくわく体感ランド★★わくわく体感ランド★
●ヤマメのつかみどり大会
●一勝地曲げ体験
●ケーナ作り体験
●ラフティング体験

●かわせみやませみミニトレイン

★山の味覚まつり★★山の味覚まつり★
●野菜山菜直売
●農産加工品販売
●ヤマメの塩焼き
●スパイシーインドカレー
●ジビエ料理　など

ステージイベントタイムスケジュール マップ
10：00

10：30

10：35

10：50

11：05

11：20

11：50

秀岳館雅太鼓

開会あいさつ

渡保育園児お遊戯

こがね保育園児お遊戯

神瀬保育園児お遊戯

やうちブラザーズ

祝電披露

12：00

12：30

13：00

13：30

14：00

14：30

14：45

ケーナ演奏

球磨村観光PRタイム！

球磨村青年団ステージ

ダンスパフォーマンス

恋人の聖地１周年記念ライブ

恋人の聖地１周年記念イベント

閉会あいさつ

総合司会

樫山 結

スペシャルゲスト

MICA

「かわせみやませみ」型

やうちブラザーズ

ミニトレインまつり当日

球泉洞入洞料

限定
価格

●駐車場のご案内

主催：球磨村観光協会・球磨村・球泉洞 お問い合せ：球磨村観光協会事務局 TEL：0966-32-1114 Mail：kankou@kuma.kumamoto.jp

球泉洞第二駐車場からシャト
ルバスを運行します。まつり
にお越しの方は球泉洞第二駐
車場をご利用ください。

※10時半・12時半・14時半運行　球泉洞受付
※天候により中止の可能性があります

無料 !

球くん 泉ちゃん


